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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
町
政
運
営
に
ご
指
導
、
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
ふ
り
返
り
ま
す
と
、
近
年
に
な

い
変
革
と
混
乱
の
連
続
で
あ
り
ま
し
た
。

　
７
月
の
都
議
選
で
の
民
主
党
の
躍
進
に

始
ま
り
、
８
月
の
政
権
交
代
劇
。
長
く
続

い
た
55
年
体
制
＝
自
民
党
政
権
＝
よ
り
民

主
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
多
く
の
国
民
が
選

択
し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
に
盛
り
込
ま
れ
た
事
業
実
現
に
向
け
て

新
政
権
が
ス
タ
ー
ト
。
し
か
し
あ
ま
り
に

も
短
期
間
で
の
結
果
出
し
を
求
め
た
の
か
、

少
し
ほ
こ
ろ
び
が
見
え
は
じ
め
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
手
当
」
や
「
高
校
の
授
業
料

無
償
化
」
「
高
速
道
路
の
無
料
化
」
な
ど

は
当
初
案
か
ら
大
き
く
変
わ
り
は
じ
め
て

い
ま
す
。
ま
た
「
地
方
の
こ
と
は
地
方
で
」

と
い
う
主
旨
も
「
八
ツ
場
ダ
ム
」
や
「
沖

縄
の
基
地
移
転
」
問
題
な
ど
で
は
、
決
し

て
地
方
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は

思
え
ま
せ
ん
。
も
っ
と
腰
を
す
え
た
政
治

が
求
め
ら
れ
て
も
い
い
の
か
な
と
思
い
ま

す
。

　
他
方
、
多
く
の
国
民
の
注
目
を
集
め
た

こ
と
に
「
事
業
仕
分
け
」
が
あ
り
ま
し
た
。

多
く
の
ム
ダ
や
事
業
の
可
否
を
国
民
目
線

で
議
論
す
る
新
し
い
ス
タ
イ
ル
で
し
た
。

　
結
果
「
離
島
航
路
補
助
」
「
離
島
漁
業

再
生
事
業
」
な
ど
離
島
に
と
っ
て
の
重
要

事
業
は
存
続
さ
れ
ま
し
た
が
、
道
路
・
港

湾
整
備
な
ど
は
削
減
と
な
り
、
他
に
も
保

育
所
運
営
費
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

援
助
事
業
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
影
響
が

出
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
日
本
経
済
も
最
大
の
危
機
に
陥

っ
て
い
ま
す
。
一
昨
年
の
ア
メ
リ
カ
発
世

界
経
済
危
機
以
来
、
円
高
・
株
安
な
ど
か

ら
脱
却
で
き
ず
、
デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
も

進
み
、
暮
し
が
一
段
と
厳
し
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
変
化
す
る
中
で
、
私
た
ち

地
方
自
治
体
は
更
な
る
工
夫
と
努
力
を
重

ね
な
け
れ
ば
生
き
残
れ
な
く
な
り
ま
す
。

都
と
の
関
係
を
よ
り
強
め
、
住
民
の
皆
さ

ま
と
情
報
や
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
を
共
有

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
昨
年

も
申
し
ま
し
た
が
、
「
み
ん
な
が
一
つ
の

こ
と
に
協
力
し
あ
う
、
こ
の
動
き
こ
そ
が

こ
れ
か
ら
の
大
島
の
大
き
な
原
動
力
に
、

地
域
力
に
な
る
も
の
」
だ
と
信
じ
ま
す
。

　
こ
の
数
年
取
り
組
ん
で
き
た
小
学
校
統

合
も
一
段
落
し
ま
し
た
。
し
か
し
老
朽
化

し
た
施
設
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
第
三
中

学
校
の
改
修
や
清
掃
工
場
の
建
替
の
準
備

な
ど
。

　
一
方
、
観
光
の
振
興
・
産
業
振
興
・
医

療
や
福
祉
の
充
実
な
ど
、
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
厳
し
い
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
す
が
「
住

み
よ
い
大
島
・
元
気
な
大
島
」
に
向
け
て
、

本
年
も
私
自
身
元
気
に
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
ご
指
導
・
ご
協
力
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
原
稿
を
書
き
は
じ
め

て
大
変
な
こ
と
が
お
き
ま
し
た
。
川
島
都

議
の
訃
報
で
す
。

　
島
の
た
め
に
ど
れ
程
尽
力
な
さ
れ
た
か
。

私
た
ち
の
生
活
の
な
か
に
大
き
く
大
き
く

足
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
遅
れ
て
い
た
港
湾
や
道
路
の
整
備
を
は

じ
め
と
し
て
、
生
活
全
体
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
。
離
島
の
生
命
線
で
あ
る
海
・
空
路
の

維
持
。
医
療
へ
の
安
心
安
全
。
と
り
わ
け

医
師
の
確
保
に
は
大
変
に
ご
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　
故
人
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
は
、
住
民

の
方
々
は
充
分
に
ご
承
知
で
し
ょ
う
。
今

さ
ら
な
が
ら
で
す
が
、
あ
ま
り
に
も
偉
大

な
人
を
失
い
ま
し
た
・
・
・
。

　
そ
し
て
残
っ
た
私
た
ち
は
、
故
人
の
意

思
と
、
情
熱
を
継
続
す
る
た
め
に
も
、
み

ん
な
で
協
力
し
あ
っ
て
頑
張
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
川
島
先
生
ど
う
ぞ
安
ら
か
に
お
眠
り
く

だ
さ
い
。
合
掌
。

大島町長　 藤 井 静 男



　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健
や
か
な
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
夏
の
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
国

民
は
チ
ェ
ン
ジ
を
選
択
し
ま
し
た
。
長
年

続
い
た
自
民
党
政
権
か
ら
「
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
は
な
く
人
間
を
大
事
に
す
る
政
治
」

を
標
榜
す
る
民
主
党
に
よ
る
新
た
な
政
権

が
誕
生
し
た
こ
と
を
改
め
て
認
識
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
注
目
を
あ
び
た
行
政
刷
新
会
議
の
事
業

仕
分
け
で
は
、
４
４
７
事
業
の
多
く
に
廃

止
や
削
減
の
判
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
離
島
関
連
で
は
、
島
民
生
活
の
足
を
守

る
貴
重
な
離
島
航
路
補
助
の
見
直
し
は
行

わ
な
い
と
判
定
さ
れ
た
一
方
、
港
湾
整
備
・

道
路
整
備
な
ど
の
公
共
事
業
や
漁
業
・
農

業
振
興
に
関
わ
る
事
業
な
ど
が
予
算
削
減

の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
公
共

事
業
の
削
減
は
離
島
の
景
気
や
雇
用
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
確
実
視
さ
れ

ま
す
。
民
主
党
は
「
地
域
の
こ
と
は
地
域

が
決
め
る
」
「
地
域
か
ら
の
改
革
」
「
地

方
が
暖
か
く
な
る
政
治
」
「
地
方
に
決
定

権
を
与
え
る
」
活
気
に
満
ち
た
地
域
社
会

を
作
る
べ
く
地
域
主
権
を
確
立
し
、
そ
の

第
一
歩
と
し
て
地
方
の
自
主
財
源
を
増
や

し
自
治
体
が
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
、
等
々
地
方
を
重

視
し
た
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
今
ま
で
の
行
政
運
営
は
、
中
央
か
ら
の

指
導
で
実
施
し
て
き
た
事
業
が
多
く
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
地
域
独
自
の
政

策
で
活
気
あ
る
町
づ
く
り
を
考
え
実
施
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
方
の
責
任
が

非
常
に
重
く
為
政
者
も
議
会
も
今
ま
で
以

上
に
大
変
な
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
日
本
経
済
の
景
気
低
迷
が
続
く
中
、
大

島
町
の
抱
え
る
諸
問
題
、
特
に
少
子
高
齢

化
の
問
題
で
す
。
若
者
が
定
着
す
る
施
策
、

お
年
寄
り
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
町
づ

く
り
な
ど
、
こ
の
問
題
解
決
が
急
務
で
す
。

　
大
島
町
の
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
観
光
も
厳
し
い
年
に
な
り
そ
う
で
す
が
、

何
と
か
前
年
を
上
回
る
集
客
の
た
め
議
員

全
員
で
頑
張
る
所
存
で
す
。

　
今
年
も
厳
し
い
状
況
は
続
く
と
思
い
ま

す
が
行
政
と
議
会
が
協
力
し
大
島
町
の
自

立
と
発
展
の
た
め
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

大島町議会議長　 白 井 松 寿
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町
民
の
皆
様
に
大
島
町
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
町
政
の
運
営
に
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
た
め
、
町
で
は
年
2
回
財
政
状
況
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
平
成
21
年
度
の
財
政
状
況
（
平
成
21
年
9
月
末
日
現
在
）
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国民健康保険事業勘定

介 護 保 険 事 業 勘 定

後 期 高 齢 者 医 療

老 人 保 健 医 療

泉 津 財 産 区

野 増 財 産 区

差 木 地 財 産 区

水 道 事 業

町 税

地 方 消 費 税 交 付 金

地 方 交 付 税

使 用 料 ･ 手 数 料

国 庫 支 出 金

都 支 出 金

繰 入 金

諸 収 入

町 債

そ の 他

合　　　計

7,492,031
1,700,377
742,000
184,656
1,544
15,416
10,367
10,700
870,660
3,535,720
11,027,751

3,053,581
466,700
287,296
22,991
856

17,214
2,304
13,795
115,592
926,748
3,980,329

2,610,799
822,008
320,840
66,336
156
3,185
1,714
1,231

111,629
1,327,099
3,937,898

40.8
27.4
38.7
12.5
55.4
111.7
22.2
128.9
13.3
26.2
36.1

34.8
48.3
43.2
35.9
10.1
20.7
16.5
11.5
12.8
37.5
35.7

会計別予算執行状況 平成21年9月末現在（単位：千円）

一般会計科目予算執行状況 平成21年9月末現在（単位：千円）

（単位：千円）

※執行率が収入率を上回っているものは、現金が不足しているため、他会計及び一時借入金により
　現金運用している状況です。           

会　　計　　名 予 算 額 収入済額 支出済額収入率 執行率
一　般　会　計

合　　　　計
小　　計

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

歳
入
（
　
）
内
は
予
算
額
に
対
す
る
収
入
済
額
の
割
合

539,242（54.5）

62,120（62.7）

1,180,425（68.0）

73,416（48.6）

142,676（23.4）

649,658（27.5）

36  （0.0）

94,179（30.4）

0  （0.0）

311,829（71.6）

3,053,581（40.8）

989,529

99,000

1,736,191

150,984

609,490

2,361,910

215,858

310,094

583,371

435,604

7,492,031

収　　入　　済　　額 予 算 額

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

そ の 他

合　　　計

歳
出
（
　
）
内
は
予
算
額
に
対
す
る
支
出
済
額
の
割
合

456,801（43.1）

558,380（37.0）

399,301（38.3）

131,154（27.7）

259,073（33.0）

216,443（28.5）

111,690（38.4）

203,931（33.3）

233,380（27.6）

40,646（37.5）

2,610,799（34.8）

1,060,267

1,510,851

1,043,847

473,372

784,671

760,669

290,716

612,481

846,882

108,275

7,492,031

支　　出　　済　　額 予 算 額
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財 政 調 整 基 金
減 債 基 金
災 害 対 策 基 金
公 共 施 設 整 備 基 金
水 道 事 業 減 債 等 基 金
土 地 開 発 基 金
高 齢 者 福 祉 対 策 基 金
つ つ じ 小 学 校 基 金
図 書 館 基 金
噴 火 災 害 対 策 基 金
教 育 基 金
砂利採取事業環境整備基金

小　　　計
国民健康保険事業運用基金
介 護 給 付 費 準 備 基 金
介護従事者処遇改善基金
財 産 区 財 産 管 理 基 金

小　　　計
合　　　　計 　　

254,938
248,331
5,796
7,734
1,649
34,093
740

22,500
503,161
29,193
5,131

1,113,266
658

15,297
4,949

160,786
181,690
1,294,956

765
745
18
24
5

103
3

398
88

1,510
121
16

3,796
3
46

2,998
3,047
6,843

120,000
43,000

34,000

396
88

1,509
1,338

200,331

2,347

7,000
9,347

209,678

135,703
206,076
5,814
7,758
1,654
196
743
2

22,500
503,162
27,976
5,147

916,731
661

12,996
4,949

156,784
175,390
1,092,121

各種基金（積立金）の状況 （単位：千円）

名　　　　称 20年度末現在高 21年度末現在高見込額
21年度中増減見込額

増加見込額 減少見込額

一
　
　
般
　
　
会
　
　
計

特
別
会
計

区
分

庁 舎
福 祉 施 設
社会福祉法人貸付金
衛 生 施 設
農 林 水 産 業 施 設
協 同 組 合 貸 付 金
観 光 施 設
道 路
河 川
町 営 住 宅
消 防 施 設
教 育 施 設
社 会 体 育 施 設
学 校 給 食 セ ン タ ー
教職員用住宅用地取得
空 港 拡 張 推 進 事 業
旧 北 部 診 療 所
減 税 補 て ん 債
臨 時 税 収 補 て ん 債
臨 時 財 政 対 策 債
そ の 他

小　　　計　
水 道 事 業

小　　　計　
合　　　　計 　　　

198,085
147,828
78,190
948,837
368,131
12,096
280,054
1,129,554
65,673
396,469
221,636
1,046,837
159,497
40,626
12,071
385,451
66,532
226,784
39,830

1,337,570
144,195
7,305,946
1,621,309
1,621,309
8,927,255

78,000

50,000
30,600

75,000

39,400

215,371
95,000
583,371
133,600
133,600
716,971

24,840
2,496
21,079
147,389
29,730
12,096
33,593
178,582
5,297
39,219
11,646
56,429
19,454
8,968
1,952
40,947
14,853
25,864
4,067
55,021
9,945

743,467
98,288
98,288
841,755

173,245
145,332
57,111
879,448
338,401

0
296,461
981,572
60,376
432,250
209,990
1,029,808
140,043
31,658
10,119
344,504
51,679
200,920
35,763

1,497,920
229,250
7,145,850
1,656,621
1,656,621
8,802,471

部門別地方債現在高の状況 （単位：千円）

名　　　　称 20年度末現在高 21年度末現在高見込額
21年度中増減見込額

増加見込額 減少見込額

一
　
　
　
般
　
　
　
会
　
　
　
計

特
別

会
計

区
分
（ 1 ）
（ 2 ）
（ 3 ）
（ 4 ）
（ 5 ）
（ 6 ）
（ 7 ）
（ 8 ）
（ 9 ）
（10）
（11）
（12）
（13）
（14）
（15）
（16）
（17）
（18）
（19）
（20）
（21）

（ 1 ）
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○
各
会
計
予
算

　
各
会
計
予
算
執
行
状
況
は
、
収
入
、
支

出
と
も
実
際
に
金
銭
の
出
入
り
の
あ
っ
た

も
の
を
集
計
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

契
約
は
済
ん
で
い
て
も
支
払
い
期
間
の
到

来
し
て
い
な
い
も
の
や
歳
入
が
確
実
と
な

っ
て
も
収
入
の
な
い
も
の
は
、
未
執
行
扱

い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
は
収
入
率
40
・
8
％
、
執
行

率
34
・
8
％
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
同
期

の
収
入
率
39
・
4
％
、
執
行
36
・
3
％
と

比
較
し
ま
す
と
ほ
ぼ
同
率
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
通
常
、
学
校
建
設
な
ど
の

建
設
事
業
の
割
合
に
よ
り
、
か
な
り
変
動

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
割
合
は
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
る
こ
と
が
い
え
ま
す
。

　
特
別
会
計
で
は
、
収
入
26
・
2
％
、
執

行
率
37
・
5
％
と
執
行
率
が
収
入
率
を
上

回
っ
て
お
り
、
現
金
が
不
足
し
て
い
る
た

め
他
の
会
計
か
ら
資
金
を
運
用
し
て
い
る

状
況
で
す
。

　
特
に
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
は
、
収

入
率
27
・
4
％
に
対
し
て
執
行
率
48
・
3

％
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
推
移
す
る

と
赤
字
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
を
示
し
て

い
ま
す
。

○
一
般
会
計

　
平
成
21
年
度
は
前
年
度
か
ら
繰
越
明
許

し
た
予
算
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
が
収
入
率
と

収
入
額
が
か
な
り
高
い
こ
と
が
目
立
ち
ま

す
。
地
方
交
付
税
は
、
そ
の
大
部
分
が
８

月
中
に
決
定
し
、
９
月
末
ま
で
に
約
４
分

の
３
が
交
付
さ
れ
る
制
度
と
な
っ
て
い
る

た
め
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
繰
入
金
の
収
入
率
は
0
％
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
予
算
額
２
億
１
千
５
百
85
万
８

千
円
の
う
ち
１
億
６
千
３
百
万
円
は
、
財

政
調
整
・
減
債
基
金
（
使
途
の
決
ま
っ
て

い
な
い
積
立
金
）
の
取
崩
し
を
予
定
し
て

い
る
も
の
で
、
今
後
の
財
政
事
情
に
よ
っ

て
は
取
崩
額
の
変
更
も
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
収
入
を
見
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
農
林
水
産
業
、
土
木
費
及

び
教
育
費
の
執
行
率
が
低
い
こ
と
が
目
立

ち
ま
す
。
こ
れ
ら
の
科
目
に
は
、
い
ず
れ

も
建
設
事
業
の
占
め
る
割
合
が
高
く
、
支

払
い
は
、
一
般
的
に
工
事
終
了
後
に
な
る

た
め
執
行
率
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ち

な
み
に
建
設
事
業
の
契
約
率
は
52
・
2
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
町
債
（
借
入
金
）

　
財
政
収
入
の
不
足
を
補
う
た
め
の
町
債

（
長
期
借
入
金
）
の
20
年
度
末
現
在
高
は
、

一
般
会
計
73
億
5
百
94
万
６
千
円
、
水
道

事
業
16
億
２
千
百
30
万
９
千
円
、
合
計
89

億
２
千
７
百
25
万
５
千
円
で
、
住
民
１
人

当
た
り
に
し
ま
す
と
百
１
万
５
千
８
百
46

円
に
な
り
ま
す
。

　
９
月
末
現
在
の
予
算
計
上
額
に
よ
り
、

21
年
度
中
の
見
込
額
を
増
減
し
ま
す
と
今

年
度
末
に
は
総
額
88
億
２
百
47
万
１
千
円

と
な
り
、
前
年
度
末
と
比
較
す
る
と
１
億

２
千
４
百
78
万
４
千
円
の
減
少
と
な
り
ま

す
。

　
た
だ
し
、
借
入
見
込
額
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
財
政
事
情
に
よ
り
変
動
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
町
と
し
て
は
、
で

き
る
だ
け
他
の
財
源
の
確
保
に
努
め
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

○
基
金
（
積
立
金
）

　
20
年
度
末
現
在
の
町
の
基
金
は
、
一
般

会
計
に
属
す
る
も
の
12
種
類
で
11
億
１
千

３
百
26
万
６
千
円
、
特
別
会
計
に
属
す
る

も
の
４
種
類
で
１
億
８
千
百
69
万
円
、
合

計
12
億
９
千
４
百
95
万
６
千
円
で
、
住
民

１
人
当
た
り
に
し
ま
す
と
14
万
７
千
３
百

55
円
に
な
り
ま
す
。

　
21
年
度
末
に
つ
い
て
は
、
現
計
予
算
で

み
る
限
り
２
億
２
百
83
万
５
千
円
減
少
し

て
10
億
９
千
２
百
12
万
１
千
円
と
な
る
見

込
み
で
す
が
、
事
情
に
よ
っ
て
は
、
取
崩

し
を
止
め
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

か
な
り
流
動
的
で
す
。

○
町
民
の
税
負
担

　
９
月
末
の
予
算
現
額
に
よ
り
ま
す
と
町

税
の
総
額
は
９
億
８
千
９
百
52
万
９
千
円

と
な
り
、
一
般
会
計
歳
入
の
13
・
２
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
住
民
１
人
当
た
り
11
万
２
千

６
百
円
、
１
世
帯
当
た
り
20
万
３
千
７
百

75
円
と
な
り
ま
す
。

　
税
目
別
の
住
民
１
人
当
た
り
の
金
額
を

み
ま
す
と
、
個
人
の
町
民
税
が
４
万
７
千

５
百
84
円
、
固
定
資
産
税
が
４
万
９
千
33

円
と
な
っ
て
い
て
、
こ
の
２
税
目
で
全
体

の
約
85
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
歳
出
の
状
況
は
、
住
民
１
人
当

た
り
85
万
２
千
５
百
29
円
、
１
世
帯
当
た

り
百
54
万
２
千
８
百
40
円
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
住
民
１
人
当
た
り
の
歳
出
の
う

ち
、
町
税
は
そ
の
約
８
分
の
１
を
賄
っ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
残
り
の
８
分
の

７
に
つ
い
て
は
、
地
方
交
付
税
、
国
都
支

出
金
、
町
債
そ
の
他
の
収
入
が
充
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

○町民の税負担状況（9月末予算現額）

税　　目 予算額（千円）住民１人当たり金額（円）
１世帯当たり
金額（円）

町民税（個人）

町民税（法人）

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

た ば こ 税

そ 　の　他

　合　　計

４１８,１６６

３９,２００

４３０,９０５

２８,３２０

６８,５３９

４,３９９

９８９,５２９

４７,５８４

４,４６１

４９,０３３

３,２２３

７,７９９

５００

１１２,６００

８６,１１３

８,０７２

８８,７３７

５,８３２

１４,１１４

９０７

２０３,７７５
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大
島
町
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
大
島
町
の

発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
た
15
名
の
方
々
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
24
日
の
式
典
に
は
、
11
名
が
出
席
さ

れ
、
表
彰
さ
れ
た
方
々
に
賞
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

◆
一
般
表
彰
◆

石
井
　
幸
男
さ
ん
（
79
歳
　
差
木
地
）

　
約
60
年
に
わ
た
り
花
卉
を
は
じ
め
各
種
野

菜
等
幅
広
い
生
産
品
目
を
誇
り
、
町
の
農
業

振
興
に
貢
献
。

山
本
　
政
一
さ
ん
（
60
歳
　
北
の
山
）

　
34
年
に
わ
た
り
野
菜
を
主
に
生
産
し
、
町

の
農
業
振
興
に
貢
献
。
近
年
で
は
給
食
セ
ン

タ
ー
へ
の
食
材
納
入
も
行
っ
て
い
る
。

柴
田
　
貢
さ
ん
（
59
歳
　
岡 

田
）

　
30
年
に
わ
た
り
酪
農
に
従
事
さ
れ
、
大
島

牛
乳
の
「
味
」
を
守
る
酪
農
振
興
に
寄
与
。

植
松
　勝
藏
さ
ん
（
71
歳
　
ク
ダ
ッ
チ
）

　
45
年
以
上
に
わ
た
り
一
本
釣
り
・
た
か

べ
・
ト
ビ
刺
網
漁
業
に
従
事
し
、
町
の
漁
業

振
興
に
寄
与
。
　

佐
藤
　
重
昭
さ
ん
（
59
歳
　
波
浮
港
）

　
40
年
以
上
に
わ
た
り
採
貝
藻
・
エ
ビ
網
漁

業
に
従
事
し
、
町
の
漁
業
振
興
に
寄
与
。

白
幡
　
圓
さ
ん
（
67
歳 

波
浮
港
）

　
40
年
以
上
に
わ
た
り
一
本
釣
り
・
エ
ビ
網

漁
業
に
従
事
し
、
町
の
漁
業
振
興
に
寄
与
。

菊
地
　
徳
雄
さ
ん
（
63
歳
　
波
浮
港
）

　
40
年
以
上
に
わ
た
り
採
貝
藻
漁
業
に
従
事

し
、
町
の
漁
業
振
興
に
寄
与
。

菊
島
　
幸
男
さ
ん
（
68
歳
　
岡
　
田
）

　
45
年
以
上
に
わ
た
り
採
貝
藻
・
タ
カ
ベ

漁
・
エ
ビ
網
漁
業
に
従
事
し
、
町
の
漁
業
振

興
に
寄
与
。

菊
島
喜
久
男
さ
ん
（
70
歳 

岡
　
田
）

　
50
年
以
上
に
わ
た
り
一
本
釣
り
・
エ
ビ
網

漁
業
に
従
事
し
、
町
の
漁
業
振
興
に
寄
与
。

椎
名 

孝
さ
ん
　
（
69
歳
　
泉
　
津
）

　
住
民
か
ら
の
行
政
に
対
す
る
苦
情
等
を
届

け
る
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
毎
月
一
回
無
償
で

行
政
相
談
を
行
い
、
大
島
町
住
民
の
生
活
福

祉
の
向
上
に
尽
力
。

柳
瀬
　
友
子
さ
ん
（
77
歳 

元
　
町
）

　
大
島
節
を
全
国
的
に
広
め
た
「
大
島
里

喜
」
の
弟
子
と
な
り
、
50
年
以
上
に
わ
た
り

御
神
火
太
鼓
や
あ
ん
こ
踊
り
な
ど
大
島
民
族

芸
能
の
伝
承
に
寄
与
。

三
辻
　
昭
一
さ
ん
（
82
歳 

差
木
地
）

　
永
年
に
わ
た
り
地
域
の
社
会
福
祉
に
お
い

て
貢
献
さ
れ
、
そ
の
功
績
は
特
に
顕
著
。

阿
部
比
左
志
さ
ん
（
78
歳
　
元
　
町
）

　
永
年
に
わ
た
り
、
大
島
の
歴
史
・
伝
統
の

保
存
を
は
じ
め
、
恒
例
行
事
や
観
光
行
事
な

ど
を
撮
影
・
保
存
し
、
地
域
の
文
化
・
教

育
・
観
光
振
興
に
貢
献
さ
れ
、
そ
の
功
績
は

特
に
顕
著
。

◆
職
員
表
彰
◆

金
子 

勇
さ
ん
（
75
歳
　
波
浮
港
）

　
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
と
し
て
、
会
の

運
営
に
12
年
以
上
に
わ
た
り
寄
与
。

吉
本
　
篤
雄
さ
ん
（
77
歳
　
波
浮
港
）

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
と
し
て
、
12
年

以
上
に
わ
た
り
町
税
行
政
に
尽
力
。

徳

獺

﹇
職
種
、
募
集
人
員
、
応
募
資
格
﹈

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
条
項
に

　
該
当
す
る
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

﹇
申
込
書
類
﹈
※
郵
送
可

・
申
込
書
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
通

　
（
町
役
場
総
務
課
に
あ
り
ま
す
）

・
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）
・
・
・
１
通

・
住
民
票
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
通

　
（
本
人
の
み
、
本
籍
・
続
柄
不
要
）

・
資
格
証
明
書
ま
た
は
免
許
証
写
・
１
通

﹇
申
込
期
限
﹈

　
２
月
１
日
（
月
）
必
着

﹇
試
験
方
法
﹈

　
口
述
試
験
の
方
法
に
よ
る

　
※
合
格
者
の
み
健
康
診
断
書
提
出

﹇
試
験
日
・
場
所
﹈

　
２
月
18
日
（
木
）
大
島
町
役
場

﹇
合
格
発
表
﹈

　
合
否
に
か
か
わ
ら
ず
本
人
宛
通
知

﹇
採
用
予
定
日
﹈

　 

平
成
22
年
４
月
１
日
付

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
総
務
課
庶
務
係
　
（
２
）
１
４
４
３

保
育
士
の
資
格
取
得

（
見
込
）
者
で
平
成

22
年
４
月
１
日
現
在

満
30
歳
ま
で
の
者

大
島
町
職
員
募
集

大
島
町
職
員
募
集

大
島
町
職
員
募
集

保
育
士

１
名

職
　
種
　
　
人
　
数
　 

　
応
　
募
　
資
　
格

平成21年度

島 の 発 展 に ご 尽 力
大島町表彰式い

し
い
　
　
　
　
ゆ
き
お

や
ま
も
と
　
　
　
ま
さ
　か
ず

し
い
な
　
　
　
こ
う

や
な
せ
　
　
　
と
も
こ

み
つ
じ
　
　
し
ょ
う
い
ち

あ
　
べ
　
ひ

さ

し

か
ね
こ
　
　
い
さ
む

よ
し
も
と
　
　
あ
つ
お

し
ば
た
　
　
　
み
つ
ぐ

う
え
ま
つ
　
　
か
つ
ぞ
う

さ
と
う
　
　
　
　
し
げ
あ
き

し
ら
は
た
　
　
ま
ど
か

き
く
ち
　
　
　
　
の
り
お

き
く
し
ま
　
　
　
さ
ち
お

き
く
し
ま
　
き
　
く
　
お
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平
成
21
年
12
月
９
日
〜
15
日
ま
で
、
第
4

回
大
島
町
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
会
計
補
正
予
算
や
条
例
の
一
部
改
正
な

ど
10
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
開
会
前
に
は
、
議
場
で
町
長
以
下
管

理
職
・
議
員
・
傍
聴
者
全
員
で
故
川
島
都
議

の
冥
福
を
祈
り
、
１
分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ

ま
し
た
。

▼
町
長
報
告
▼

○
予
算
要
望
に
係
る
全
国
大
会
等
開
催
状
況

○
平
成
21
年
度
主
要
工
事
進
捗
状
況

○
消
防
団
及
び
消
防
本
部
の
出
動
状
況

▼
補
正
予
算
▼

・
平
成
21
年
度
大
島
町
一
般
会
計
補
正
予
算

・
平
成
21
年
度
大
島
町
国
民
健
康
保
険
事
業

　
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算

・
平
成
21
年
度
大
島
町
介
護
保
険
事
業
勘
定

　
特
別
会
計
補
正
予
算

・
平
成
21
年
度
大
島
町
老
人
保
健
医
療
特
別

　
会
計
補
正
予
算

▼
条
例
改
正
▼

・
大
島
町
事
務
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

・
大
島
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
改
正

▼
契
　
約
▼

・
教
職
員
校
務
用
サ
ー
バ
及
び
パ
ソ
コ
ン
等

　
購
入

▼
そ
の
他
▼

・
大
島
医
療
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
更
新

　
医
療
法
人
社
団
　
藤
清
会

　
　
　
　
　
理
事
長
　
清
水
　
忠
典

（
平
成
22
年
３
月
１
日
〜
平
成
25
年
３
月
31

　
日
ま
で
の
３
年
１
月
間
）

・
東
京
都
と
大
島
町
と
の
間
に
お
け
る
旅
券

　
の
申
請
受
理
及
び
交
付
等
に
係
る
事
務
委

　
託
に
関
す
る
規
約
の
一
部
改
正

・
損
害
賠
償
額
の
決
定

▼
専
決
処
分
▼

（
仮
称
）
観
光
案
内
セ
ン
タ
ー
建
設

　
　
　
　
　
　
　
請
負
契
約
の
一
部
変
更

▼
一
般
質
問
▼

川
嵜
　
和
光
議
員

○
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付

　
金
の
交
付
後
現
状
報
告

○
町
民
の
足
で
あ
る
飛
行
機
と
船
便
の
現
状

　
認
識
と
今
後
の
方
針

○
地
デ
ジ
・
難
視
聴
地
域
解
消
に
向
け
て

本
宮
　
悦
見
議
員

○
町
の
未
使
用
財
産
有
効
活
用
の
推
進

○
体
育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
の
開
催
地

○
掲
示
板
の
役
割
と
効
果

高
橋
　
千
香
議
員

○
乳
が
ん
検
診
「
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」
を
島

　
内
利
用
で
き
る
工
夫
を

○
３
年
目
に
入
る
「
花
数
え
運
動
」
成
功
へ

　
の
今
後
の
見
通
し
と
課
題
解
決
へ
の
取
組

○
北
の
山
公
民
館
２
階
ト
イ
レ
整
備
の
今
後

橋
本
　
博
之
議
員

○
介
護
施
設
と
体
制
を
強
化
し
高
齢
者
と
家

　
族
の
不
安
解
消
を

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
値
上
げ

　
を
阻
止
す
る
努
力
を

川
島
　
理
史
議
員

○
「
緊
急
経
済
対
策
」
の
検
証

○
三
原
館
跡
地
購
入
の
説
明
責
任

○
船
賃
・
航
空
運
賃
値
下
げ
に
向
け
た
本
格

　
的
行
動
を

時
得
　
孝
良
議
員

○
低
所
得
者
の
医
療
費
の
減
免
を

○
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
助
成
を

○
生
ご
み
減
量
に
本
腰
を
入
れ
着
手
を

　
平
成
21
年
11
月
24
日
、
第
４
回
大
島
町
議

会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
補
正
予
算
及
び
条

例
改
正
４
議
案
が
審
議
さ
れ
い
ず
れ
も
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
専
決
処
分
事
項
１
件
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

▼
補
正
予
算
▼

・
平
成
21
年
度
大
島
水
道
事
業
会
計
補
正
予

　
算

▼
条
例
改
正
▼

・
大
島
町
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正

・
大
島
町
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正
条
例

　
の
一
部
改
正

▼
議
員
提
出
議
案
▼

・
大
島
町
議
会
議
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
等

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

東
京
都
議
会
議
員

補
欠
選
挙

（
島
部
選
挙
区
）

1
月
24
日
（
日
）

投
票
日

投
票
で
き
る
人

　
平
成
２
年
12
月
25
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
で
、
平
成
21
年
10
月
14
日
ま
で
に
大
島

町
に
住
民
登
録
（
転
入
届
）
を
済
ま
せ
、

３
ヶ
月
以
上
引
き
続
き
住
民
登
録
し
て
い

る
方
は
投
票
で
き
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
平
成
21
年
10
月
15
日
以

降
に
転
入
届
を
出
し
た
方
は
、
今
回
の
選

挙
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

期
日
前
投
票

　
選
挙
日
に
仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
、

冠
婚
葬
祭
等
の
用
務
が
あ
る
な
ど
の
事
由

が
見
込
ま
れ
る
人
は
、
１
月
16
日
（
土
）

か
ら
23
日
（
土
）
ま
で
の
間
、
役
場
内
選

挙
管
理
委
員
会
で
毎
日
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
８
時
ま
で
「
期
日
前
投
票
」
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
各
出
張
所
で
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

　
意
く
だ
さ
い
。

臨
時
会

定
例
会
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大
島
町
で
は
、
証
明
書
等
の
交
付
時

間
短
縮
な
ど
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
た
め
、
戸
籍
事
務
の
電
算
化
を
開

始
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
戸
籍
謄
本
・
抄
本
の

様
式
や
記
載
事
項
が
変
更
と
な
り
、
２

月
１
日
か
ら
は
、
新
書
式
に
よ
る
証
明

書
の
交
付
と
な
り
ま
す
。

■
電
算
化
に
よ
り
　
変
わ
る
こ
と
■

○
縦
書
き
の
文
章
に
よ
る
記
載
か
ら
、

　
横
書
き
の
箇
条
書
記
載
に
変
わ
る
こ

　
と
に
よ
り
、
見
や
す
い
書
式
に
な
り

　
ま
す
。

○
用
紙
が
、
白
紙
の
B
４
・
B
５
版
か

　
ら
偽
造
防
止
用
紙
の
A
４
版
に
変
わ

　
り
ま
す
。

○
証
明
書
の
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。

　
戸
籍
謄
本
　
↓
　
全
部
事
項
証
明
書

（
戸
籍
内
の
全
員
を
証
明
す
る
も
の
）

　
戸
籍
抄
本
　
↓
　
個
人
事
項
証
明
書

　
　
　
　
　
　
　
　
一
部
事
項
証
明
書

（
戸
籍
内
の
個
人
等
を
証
明
す
る
も
の
）

○
本
籍
の
地
番
に
枝
番
が
あ
る
場
合
の

　
「
の
」
の
字
は
、
記
載
し
な
い
こ
と

　
と
統
一
化
し
て
い
る
た
め
、
削
除
さ

　
れ
た
記
載
と
な
り
ま
す
。

　
（
例
）
５
番
の
３
　
↓
　
５
番
３

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
住
民
課
住
民
戸
籍
係
　

 
　
　
　
（
２
）
１
４
４
８

▲電算化後の「全部事項証明書」 ▲電算化前の「戸籍謄本」

戸籍事務の電算化により
戸籍謄本・抄本

が変わります

新書式の証明書交付は

投
票
区
別
　

有
　
権
　
者
　
数

（
平
成
21
年
12
月
2
日
現
在
定
時
登
録
に
よ
る
）

投票区名 投　　　票　　　所 男 女 計
元 町 第 一
元 町 第 二
岡　　　田
泉　　　津
野 増 第 一
野 増 第 二
差木地第一
差木地第二
波　浮　港

  開発総合センター
  北の山公民館
  岡田コミュニティセンター
  泉津公民館
  旧野増小学校体育館
  間伏文化会館
  差木地公民館
  クダッチ老人福祉館
  波浮港老人福祉館
総　　合　　計

1,140
549
363
189
187
69
528
288
233
3,546

1,153
657
399
196
181
87
502
300
256
3,731

2,293
1,206
762
385
368
156
1,030
588
489
7,277

不
在
者
投
票

　
選
挙
日
に
仕
事
や
病
気
、
出
産
等
で
島

外
に
滞
在
が
見
込
ま
れ
る
方
は
、
１
月
16

日
（
土
）
か
ら
23
日
（
土
）
ま
で
の
間
「
不

在
者
投
票
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
大
島
町
選
挙
管
理
委
員
会

 
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
４
４
３
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１
月
25
日
（
月
）
よ
り
所
得
税
還
付
申

告
の
受
付
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　
還
付
申
告
は
、
通
常
の
申
告
よ
り
早
い

時
期
に
受
付
を
開
始
し
ま
す
の
で
、
通
常

の
確
定
申
告
受
付
時
期
と
比
べ
格
段
に
す

い
て
い
ま
す
。
医
療
費
控
除
等
の
還
付
申

告
を
提
出
す
る
場
合
や
所
得
税
を
計
算
し

た
結
果
、
還
付
に
な
り
得
そ
う
な
方
も
こ

の
時
期
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
医
療
費
控
除
の
申
告
に
は
、
自

己
に
よ
る
明
細
書
の
作
成
が
必
要
で
す
の

で
、
税
務
課
窓
口
に
用
意
し
た
ひ
な
形
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
芝
税
務
署
か
ら
担
当
職
員
が
来
島
し
、

申
告
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
土
地
・
建
物
お
よ
び
株
式
等
の
譲
渡
所

得
や
相
続
税
・
贈
与
税
の
申
告
は
、
こ
の

機
会
に
必
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
住
民
税
の
申
告
受
付
は
、
平
日
、
各
出

張
所
お
よ
び
税
務
課
窓
口
で
受
け
付
け
し

ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
各
地
区
で
行
っ
て
い
る
住
民
税

申
告
の
受
付
は
、
３
月
１
日
か
ら
９
日
ま

で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
法
人
事
業
主
や
個
人
事
業
主
は
、
雇
用

人
や
臨
時
雇
用
人
に
給
与
を
支
払
っ
た
場

合
、
必
ず
年
間
の
給
与
支
払
額
や
源
泉
所

得
税
な
ど
の
記
載
さ
れ
た
給
与
支
払
報
告

書
を
、
提
出
す
る
こ
と
が
税
法
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
分
給
与
支
払
報
告
書
（
平
成

21
年
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
給

与
支
払
分
）
の
提
出
は
、
２
月
１
日
（
月
）

ま
で
で
す
の
で
、
遅
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
総
括
表
を
添
え
て
税
務
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
複
写
と
な
っ
て
い
る
源
泉
徴
収

票
は
、
所
得
の
証
明
や
確
定
申
告
等
の
資

料
と
し
て
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

本
人
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
対
象
と
な
る
給
与
等
﹈

　
平
成
21
年
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
に
、
正
社
員
・
パ
ー
ト
等
に
関
わ
ら
ず
、

個
人
別
に
支
払
っ
た
給
与
・
賃
金
・
賞
与

の
年
間
支
給
額
。

﹇
注
意
点
﹈

　
受
給
者
の
フ
リ
ガ
ナ
・
生
年
月
日
等
を

記
入
し
、
摘
要
欄
に
は
配
偶
者
や
扶
養
控

除
対
象
者
の
氏
名
・
生
年
月
日
・
続
柄
を
、

住
宅
取
得
控
除
は
居
住
開
始
年
月
日
を
そ

れ
ぞ
れ
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
特
別
徴
収
を
選
択
す
る
事
業
所

は
、
総
括
表
に
特
別
徴
収
希
望
と
明
記
し
、

普
通
徴
収
者
と
分
け
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
町
へ
提
出
す
る
「
給
与
支
払
報
告
書
」

　
は
税
務
署
に
提
出
す
る
者
の
範
囲
と
異

　
な
り
、
す
べ
て
の
受
給
者
分
の
給
与
支

　
払
報
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
臨
時

　
職
員
（
パ
ー
ト
）
等
や
中
途
退
職
者
も
、

　
住
民
税
課
税
資
料
と
し
て
必
要
で
す
の

　
で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
東
京
税
理
士
会
か
ら
﹈

　
無
資
格
者
が
税
金
の
相
談
、
申
告
書
の

作
成
、
税
務
の
代
理
を
す
る
こ
と
は
、
法

律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、

専
門
的
知
識
の
欠
如
等
に
よ
っ
て
依
頼
者

が
不
測
の
損
害
を
被
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

　
ニ
セ
税
理
士
お
よ
び
ニ
セ
税
理
士
法
人

に
ご
注
意
下
さ
い
。

　
税
理
士
は
、
税
理
士
証
票
を
携
帯
し
、

税
理
士
バ
ッ
チ
を
着
用
し
て
い
ま
す
。

※今年度は、相談会場が開発総合センター
　のみとなりますのでご注意ください。

お
早
め
に
!!

●
住
民
税
の
申
告

●
事
業
主
は
給
与
支
払
い

　
　
　
　
　
報
告
書
の
提
出
を

芝税務署による

実　施　日

  2月17日（水）

  2月18日（木）

  2月19日（金）

時　間

9:00～16:00

9:00～16:00

9:00～12:00

場　所

開発総合
センター

〈
１
月
２５
日
か
ら
受
付
開
始
〉

　
老
齢
基
礎
年
金
や
老
齢
厚
生
年
金
な

ど
は
、
所
得
税
法
上
「
雑
所
得
」
と
し

て
取
り
扱
わ
れ
、
課
税
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
日
本
年
金
機
構
で
は
、

平
成
21
年
の
年
金
支
払
い
総
額
や
介
護

保
険
料
額
、
源
泉
徴
収
税
額
な
ど
を
記

載
し
た
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」

を
１
月
中
に
送
付
し
ま
す
。

　
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
は
、

所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
た
か
否
か
に

関
わ
ら
ず
、
老
齢
厚
生
年
金
な
ど
を
受

け
て
い
る
方
全
員
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
２
つ
以
上
の
年
金
を
受
け
て
い
る
方

や
公
的
年
金
以
外
に
所
得
が
あ
る
方
は
、

確
定
申
告
の
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が

お
手
元
に
届
か
な
い
時
や
紛
失
さ
れ
た

場
合
に
は
、
年
金
ダ
イ
ヤ
ル
、
ま
た
は

お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
年
金
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
０
５
７
４
（
０
５
）
１
１
６
５

　
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　
　
　
０
３
（
６
７
０
０
）
１
１
６
５

　
港
年
金
事
務
所

　
　
　
０
３
（
５
４
０
１
）
３
２
１
１

　
住
民
課

　
　
（
２
）
１
４
６
２

老
齢
年
金
受
給
者
に

源
泉
徴
収
票
を
送
り
ま
す
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あ
な
た
自
身
の
ア
イ
デ
ィ
ア
と
力
を
試
し
て
み
ま
せ
ん
か

を
活
用
し
て

平
成
22
年
度
助
成
事
業
応
募
要
領

﹇
応
募
対
象
﹈

　
離
島
に
在
住
し
て
い
る
人
、
も
し
く
は
離

島
で
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
・
団
体
等
と

し
ま
す
。

﹇
助
成
対
象
事
業
﹈

　
平
成
22
年
度
の
助
成
対
象
事
業
は
次
の
事

業
で
、
離
島
の
人
材
育
成
の
た
め
の
事
業
と

し
ま
す
。

（
１
）
離
島
の
産
業
振
興
に
係
る
事
業

（
２
）
離
島
の
生
活
・
文
化
・
福
祉
の
向
上

　
　
　
に
係
る
事
業

（
３
）
他
地
域
と
の
交
流
推
進
に
係
る
事
業

（
４
）
そ
の
他
人
材
育
成
に
必
要
な
事
業

　
応
募
で
き
る
事
業
は
、
自
ら
新
た
に
取
り

組
む
事
業
と
し
ま
す
。

﹇
助
成
金
額
﹈

　
助
成
額
は
、
助
成
金
支
給
対
象
経
費
の
３

分
の
２
以
内
で
、
１
事
業
に
つ
き
１
０
０
万

円
を
限
度
額
と
し
ま
す
。

﹇
応
募
締
切
﹈

　
平
成
22
年
２
月
８
日
（
月
）
ま
で

﹇
審
査
及
び
事
業
決
定
﹈

　
応
募
い
た
だ
い
た
事
業
は
、
運
営
委
員
会

で
審
査
し
ま
す
。
審
査
結
果
は
町
役
場
を
通

じ
て
通
知
し
ま
す
。

﹇
事
業
実
施
期
間
﹈

　
平
成
22
年
４
月
１
日
（
木
）

　
　
　
　
　
〜
平
成
23
年
２
月
28
日
（
月
）

﹇
応
募
方
法
﹈

　
所
定
の
支
給
申
請
書
な
ら
び
に
助
成
事
業

計
画
書
を
作
成
の
う
え
、
期
日
ま
で
に
、
町

長
室
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
込
用
紙
は
町
長
室
お
よ
び
各
出

張
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
財
団
法
人
日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
総
務
部

　
　
　
０
３
（
３
５
９
１
）
１
１
５
１

　
町
長
室
振
興
企
画
係

　
　
　
（
２
）
１
４
４
４

　
大
島
町
文
化
祭
・
芸
能
大
会
へ
の

参
加
者
と
作
品
展
へ
の
出
展
作
品
募

集
を
行
い
ま
す
。
希
望
者
は
教
育
文

化
課
ま
た
は
各
出
張
所
に
用
意
し
た

申
込
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
芸
能
大
会
◆

﹇
開
催
日
﹈
3
月
14
日（
日
）

﹇
予
備
日
﹈
3
月
28
日（
日
）

﹇
申
込
期
間
﹈

　
１
月
12
日（
火
）〜
２
月
12
日（
金
）

◆
作
品
展
◆

﹇
開
催
日
﹈

　
3
月
26
日（
金
）〜
3
月
28
日（
日
）

﹇
予
備
日
﹈

　
3
月
17
日（
水
）〜
3
月
19
日（
金
）

﹇
申
込
期
間
﹈

　
１
月
12
日（
火
）〜
２
月
12
日（
金
）

※
選
挙
実
施
の
た
め
、
当
初
周
知
し

て
い
た
日
程
を
変
更
し
て
い
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
教
育
文
化
課
　
社
会
教
育
係

　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
４
５
３

護
美
護
美
を
考
え
る
第80号

ご
み
を
か
ん
が
え
る

　　
―
収
集
場
所
へ
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

　
敷
・
掛
ふ
と
ん
、
肌
掛
ふ
と
ん
、
マ
ッ
ト

レ
ス
、
座
布
団
、
毛
布
、
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
等

は
、
「
可
燃
ご
み
収
集
場
所
」
へ
出
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
不
要
に
な
っ
た
ふ
と
ん
類
は
、
「
大
島
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」
で
処
理
し
ま
す
の
で
、

ふ
と
ん
類
１
枚
に
つ
き
１
枚
の
「
指
定
ご
み

シ
ー
ル
」
を
貼
っ
て
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
座
布
団
は
５
枚
ま
で
を
一
組
と
し

て
束
ね
、
同
様
に
ご
み
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
持

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

年
始
の
燃
や
せ
る
ご
み
の
収
集
は

　

「
ふ
と
ん
類
」は

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
！

１
月
5
日
（
火
）
か
ら

 
 
 
 
 
〈
全
地
区
収
集
〉

　
町
で
は
夜
間
の
防
犯
や
安
心
し
た
生

活
を
確
保
す
る
た
め
、
島
内
約
２,
０
０

０
カ
所
あ
る
街
灯
の
う
ち
数
カ
所
で
著

し
く
繁
茂
し
て
い
る
樹
木
の
伐
採
を
１

月
中
旬
か
ら
１
ヶ
月
程
度
の
予
定
で
行

い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
道
御
神
火
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

は
樹
木
の
繁
茂
が
著
し
く
、
車
両
通
行

の
安
全
と
充
分
な
幅
員
確
保
の
た
め
、

１
月
中
旬
か
ら
２
週
間
程
度
の
予
定
で

伐
採
を
行
い
ま
す
。

　
伐
採
箇
所
周
辺
の
土
地
所
有
者
の
皆

様
に
は
、
ご
理
解
と
ご
了
承
を
お
願
い

し
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
建
設
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
４
８
２
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　﹇
目
　
的
﹈

　
大
島
町
子
育
て
応
援
特
別
手
当
は
、
現
下

の
厳
し
い
経
済
状
況
に
よ
る
不
況
下
で
個
人

の
所
得
が
減
少
し
つ
つ
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、

幼
児
教
育
期
に
お
け
る
子
育
て
を
支
援
す
る

た
め
、
幼
児
教
育
期
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯

の
世
帯
主
に
対
し
平
成
21
年
度
限
り
の
措
置

と
し
て
支
給
し
ま
す
。

﹇
対
象
と
な
る
子
ど
も
﹈

　
平
成
21
年
度
に
お
い
て
、
大
島
町
に
住
所

を
有
す
る
小
学
校
就
学
前
の
３
年
間
、
全
て

の
子
ど
も
（
生
年
月
日
が
平
成
15
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
18
年
４
月
１
日
ま
で
の
子
ど
も
）

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

﹇
手
当
の
額
﹈

　
対
象
と
な
る
子
ど
も
１
人
あ
た
り
１
万
８

千
円
を
、
世
帯
主
に
１
回
払
い
で
支
給
し
ま

す
。
 

﹇
申
請
の
手
続
き
﹈

　
大
島
町
子
育
て
応
援
手
当
の
受
給
に
は
、

対
象
と
な
る
子
ど
も
の
世
帯
主
が
大
島
町
に

対
し
て
申
請
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
手
当
の
受
け
取
り
は
、
原
則
と
し
て
口
座

振
込
み
と
し
ま
す
。

　
対
象
世
帯
に
は
申
請
書
類
を
１
月
上
旬
に

郵
送
し
ま
す
が
、
対
象
世
帯
で
届
か
な
い
場

合
は
福
祉
け
ん
こ
う
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
申
請
期
限
は
受
付
開
始
か
ら
２
ヶ
月
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る
方
は
忘
れ

ず
に
申
請
を
し
て
下
さ
い
。

﹇
申
請
期
間
﹈

　
平
成
22
年
１
月
12
日
（
火
）

　
　
　
　
〜
平
成
22
年
３
月
12
日
（
金
）

※
　
申
請
時
に
は
、
申
請
者
と
対
象
と
な
る

　
子
ど
も
の
確
認
の
た
め
、
世
帯
全
員
の
保

　
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
　
ま
た
、
振
込
み
口
座
の
氏
名
と
番
号
も

　
確
認
す
る
た
め
、
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ

　
ュ
カ
ー
ド
の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
な
お
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
振
込
先
と
す

　
る
場
合
は
、
通
帳
の
記
号
・
番
号
の
印
字

　
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｑ
 
ど
う
し
て
小
学
校
就
学
前
３
年
間
の
子

　
ど
も
が
対
象
な
の
？

Ａ
　
幼
児
教
育
期
の
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽

　
減
に
配
慮
し
つ
つ
、
一
般
に
保
育
所
に
子

　
ど
も
が
共
通
し
て
通
う
年
齢
が
小
学
校
就

　
学
前
３
年
間
で
あ
る
た
め
。
２
歳
ま
で
の

　
子
ど
も
は
、
児
童
手
当
制
度
に
お
い
て
乳

　
幼
児
加
算
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

　
総
合
的
に
考
慮
し
ま
し
た
。

Ｑ
　
わ
が
家
は
祖
父
と
一
緒
に
住
ん
で
い
て
、

　
世
帯
主
は
祖
父
で
す
。
こ
の
場
合
の
支
給

　
先
は
親
の
私
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
　
大
島
町
子
育
て
応
援
特
別
手
当
は
子
の

　
親
か
否
に
か
か
わ
ら
ず
、
世
帯
主
に
支
給

　
し
ま
す
。
世
帯
主
の
祖
父
が
支
給
先
と
な

　
り
ま
す
。

Ｑ
　
大
島
町
子
育
て
応
援
特
別
手
当
は
こ
れ

　
か
ら
毎
年
支
給
さ
れ
る
の
？

Ａ
　
大
島
町
子
育
て
応
援
特
別
手
当
は
、
平

　
成
21
年
度
限
り
の
措
置
で
す
。

Ｑ
　
大
島
町
子
育
て
応
援
特
別
手
当
は
課
税

　
対
象
に
な
る
の
？

Ａ
　
大
島
町
子
育
て
応
援
特
別
手
当
は
、
所

　
得
税
・
個
人
住
民
税
上
の
取
り
扱
い
は
一

　
時
所
得
と
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
は
50
万
円

　
の
特
別
控
除
額
が
あ
る
た
め
、
他
に
一
時

　
所
得
が
な
い
場
合
に
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

Ｑ
　
申
請
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う

　
な
る
の
？

Ａ
　
大
島
町
子
育
て
応
援
特
別
手
当
は
申
請

　
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。
申
請
期
限
は
受

　
付
開
始
日
か
ら
２
ヶ
月
（
平
成
22
年
１
月

　
12
日
〜
平
成
22
年
３
月
12
日
）
と
な
っ
て

　
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
請
を
し
て
く

　
だ
さ
い
。
も
し
、
申
請
期
限
ま
で
に
申
請

　
が
な
か
っ
た
場
合
は
、
辞
退
と
み
な
さ
れ

　
ま
す
。

Ｑ
　
大
島
町
で
支
給
対
象
と
な
る
基
準
日
は
？

Ａ
　
平
成
21
年
12
月
１
日
に
お
い
て
、
大
島

　
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

　
子
ど
も
が
対
象
で
す
。
 

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

 
　
福
祉
け
ん
こ
う
課
　
（
２
）
１
４
７
１

　
平
成
21
年
11
月
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
貸
付
事
業
に
島
し
ょ
地
域
特
例

が
設
け
ら
れ
、
大
学
受
験
料
貸
付
金

に
加
え
、
交
通
費
（
島
し
ょ
地
域
か

ら
の
船
賃
・
航
空
賃
）
と
宿
泊
料
を

加
算
し
た
借
り
入
れ
が
申
し
込
み
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

﹇
貸
付
限
度
額
﹈

　
①
大
学
受
験
料
貸
付
限
度
額
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
万
５
千
円

　
②
交
通
費
貸
付
限
度
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
万
５
千
円

　
③
宿
泊
費
貸
付
限
度
額
　
３
万
円

﹇
返
済
の
免
除
﹈

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
事
業
貸
付

金
は
、
貸
付
け
対
象
と
な
る
大
学
等

に
入
学
し
た
場
合
に
返
済
が
免
除
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て
、
受
験

に
要
し
た
交
通
費
・
宿
泊
費
も
免
除

さ
れ
ま
す
。

﹇
貸
付
対
象
要
件
﹈

　
低
所
得
者
世
帯
の
子
ど
も
を
支
援

す
る
事
業
で
、
年
間
総
収
入
等
の
基

準
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
福
祉
け
ん
こ
う
課
　

　
　
　
　
　
 
（
２
）
１
４
７
１

Q
&
A



　
平
成
22
年
度
の
保
育
所
入
所
申
し
込
み
の

受
付
を
行
い
ま
す
。
保
護
者
が
仕
事
や
病
気

な
ど
で
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
等
、

保
育
所
が
代
わ
っ
て
保
育
し
ま
す
。

　
入
所
対
象
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
平
成
16
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
21
年
４
月

１
日
（
私
立
は
平
成
21
年
10
月
１
日
）
ま
で

に
生
ま
れ
た
児
童
。

　
受
付
期
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
平
成
22
年
１
月
４
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
１
月
29
日
（
金
）

　
受
付
場
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
福
祉
け
ん
こ
う
課
・
各
出
張
所

　
必
要
な
書
類
　
　

○
入
所
申
込
書

○
父
・
母
親
等
の
勤
務
証
明
書

　
（
お
勤
め
の
方
の
み
）

○
入
所
申
立
書
（
自
営
業
者
の
み
）

◎
平
成
21
年
分
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
確
定

　
申
告
書
の
写
し

◎
診
断
書
（
病
気
等
を
理
由
に
す
る
場
合
）

※
入
所
申
込
書
・
勤
務
証
明
書
・
入
所
申
立

　
書
は
受
付
場
所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
◎
の

　
書
類
は
面
接
時
の
持
参
で
も
可
。

※
現
在
入
所
し
て
い
る
児
童
も
、
継
続
申
し

　
込
み
が
必
要
で
す
の
で
、
各
保
育
所
で
配

　
布
し
て
い
る
申
込
書
を
提
出
願
い
ま
す
。

※
保
育
料
の
未
納
が
あ
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、

　
申
し
込
み
前
に
必
ず
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
面
接
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
新
規
の
入
所
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
は
、

家
庭
状
況
調
査
等
の
た
め
面
接
を
行
い
ま
す

の
で
、
対
象
児
童
を
同
伴
の
上
必
ず
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　
継
続
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
入
所
要

件
等
の
再
確
認
が
必
要
な
方
の
み
事
前
に
連

絡
し
ま
す
の
で
面
接
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
面
接
は
受
付
順
で
す
。

※
面
接
は
第
１
希
望
保
育
園
の
み
行
っ
て
く

　
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
福
祉
け
ん
こ
う
課
子
育
て
応
援
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
４
７
１

　
保
育
所
を
利
用
し
て
い
な
い
親
子
や
適
切

な
保
育
を
必
要
と
し
て
い
る
親
子
等
に
保
育

所
を
開
放
し
、
定
期
的
な
保
育
所
体
験
や
保

育
所
入
所
児
童
と
の
交
流
お
よ
び
保
育
士
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
通
じ
て
、
親
子
の
育
ち

を
支
援
し
ま
す
。
ご
利
用
希
望
の
方
は
、
一

度
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

﹇
園
庭
開
放
﹈

〈
元
町
保
育
園
〉
毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
11
時

〈
岡
田
保
育
園
〉
毎
週
水
曜
日
　

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
11
時

〈
差
木
地
保
育
園
〉
毎
週
火
曜
日
　

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

〈
北
ノ
山
保
育
園
〉
毎
週
水
・
金
曜
日
　

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

〈
波
浮
保
育
園
〉
毎
週
水
曜
日
　

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

﹇
園
行
事
招
待
﹈

　
園
行
事
に
招
待
し
体
験
交
流
を
行
い
ま
す
。

﹇
食
育
指
導
﹈

　
給
食
試
食
会
や
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
を
通
し

て
食
育
指
導
を
行
い
ま
す
。

﹇
育
児
講
座
﹈

　
各
保
育
所
で
年
数
回
開
催
し
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
元
町
保
育
園
　
（
２
）
３
２
１
３

　
岡
田
保
育
園

（
２
）
８
１
５
１

　
差
木
地
保
育
園
　
（
４
）
０
４
０
８

　
北
ノ
山
保
育
園
　
（
２
）
２
３
８
２

　
波
浮
保
育
園
　
（
４
）
１
５
６
１

　
東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ

る
方
々
が
、
法
的
な
ト
ラ
ブ
ル
に
出
会

っ
た
時
の
た
め
に
、
電
話
に
よ
る
弁
護

士
の
無
料
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

﹇
相
談
日
﹈
月
・
水
・
金
曜
日

※
祝
祭
日
の
場
合
は
お
休
み
し
ま
す
。

﹇
相
談
時
間
﹈
午
後
1
時
〜
午
後
4
時

※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
、
電
話
で
ご

　
相
談
い
た
だ
け
ま
す
が
、
相
談
中
の

　
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
事
前
に

　
ご
予
約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。

※
事
前
予
約
は
、
月
〜
金
曜
日
の
午
前

　
9
時
〜
午
後
5
時
に
お
願
い
し
ま
す
。

﹇
予
約
・
相
談
電
話
番
号
﹈

　
　
0
3
（
5
3
8
8
）
2
2
4
5

　
東
京
都
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局

　
都
民
の
声
課

電
話
で
弁
護
士
に
相
談
で
き
る

1月の相談日

月・水・金

休

8

15

22

29

6

13

20

27

4

休

18

25

ご
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
固
く
守
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

「
島
し
ょ

　
　
法
律
相
談
」で
す
。

「
島
し
ょ

　
　
法
律
相
談
」で
す
。
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保育園名　　定員　面接日時　　面接場所

80名

50名

50名

60名

40名

子ども家庭
支援センター

2月19日（金）
9:00～

町立
元町保育園

町立
岡田保育園

2月18日（木）
13:30～

町立
岡田保育園

町立
差木地保育園

2月17日（水）
13:30～

町立
差木地保育園

私立
北ノ山保育園

2月9日（火）
13:30～

私立
北ノ山保育園

私立
波浮保育園

2月17日（水）
14:30～

私立
波浮保育園



　
貸
し
た
お
金
を
返
し
て
も
ら
え
な
い
。

品
物
の
代
金
を
払
っ
て
も
ら
え
な
い
。

交
通
事
故
の
相
手
に
賠
償
を
求
め
た
い
。

簡
易
裁
判
所
の
民
事
調
停
制
度
で
は
、

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
民
事
調
停
は
、
裁
判
官
と
民
間
か
ら

選
ば
れ
た
２
人
以
上
の
調
停
委
員
か
ら

な
る
調
停
委
員
会
が
間
に
入
り
、
ト
ラ

ブ
ル
を
当
事
者
間
の
話
し
合
い
で
解
決

す
る
制
度
で
す
。

　
調
停
委
員
会
は
当
事
者
か
ら
実
情
を

聴
き
、
最
適
な
解
決
方
法
を
当
事
者
に

勧
め
ま
す
。
ま
と
ま
っ
た
話
し
合
い
の

内
容
は
、
判
決
と
同
じ
効
力
の
あ
る
調

停
調
書
に
記
載
さ
れ
ま
す
。
（
話
し
合

い
が
ま
と
ま
ら
な
い
場
合
は
、
調
停
不

成
立
と
し
て
終
了
し
ま
す
）

　
ま
た
、
家
庭
内
ト
ラ
ブ
ル
（
離
婚
・

養
育
費
・
親
権
者
の
変
更
・
遺
産
分
割
等
）

に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
に
、
家
事
調
停

制
度
に
て
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
手
続
き
に
法
律
の
知
識
は
必
要
な
く
、

裁
判
所
窓
口
に
あ
る
申
立
て
用
紙
で
、

簡
単
に
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
調
停
は
非
公
開
の
席
で
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
事
情
を
話
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
手
数
料
は
、
民
事
の
場
合
は
請
求
額
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町
で
は
大
島
町
元
町
字
北
野
地
区
２
区
画

を
申
込
み
抽
選
方
式
で
公
売
し
ま
す
。

﹇
所
在
地
・
面
積
・
価
格
﹈

①
元
町
字
北
野
１
番
19
（
宅
地
）

　②
元
町
字
北
野
１
番
１
４
２
（
宅
地
）

﹇
申
込
者
の
資
格
﹈

　
申
込
み
に
は
、
次
に
挙
げ
る
す
べ
て
の
条

件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
お
よ
び
店
舗

　
等
を
必
要
と
し
て
い
る
者
。

②
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
大
島
町
に
住
民

　
登
録
又
は
、
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
者
。

③
契
約
締
結
の
日
か
ら
５
年
以
内
に
自
ら
居

　
住
す
る
た
め
の
住
宅
お
よ
び
店
舗
等
を
建

　
設
で
き
る
者
。

④
所
定
の
日
ま
で
に
、
譲
渡
代
金
の
金
額
を

　
支
払
う
こ
と
の
で
き
る
者
。

⑤
町
に
対
す
る
す
べ
て
の
債
務
を
完
納
し
て

　
い
る
者
。

﹇
申
込
方
法
﹈

〈
申
込
数
〉
申
込
み
は
世
帯
１
名
と
し
ま
す

〈
受
付
期
間
〉

　
平
成
22
年
１
月
５
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
〜
１
月
29
日
（
金
）

〈
申
込
場
所
〉
総
務
課
管
財
係
・
各
出
張
所

（
出
張
所
は
１
月
28
日
（
木
）
ま
で
）

〈
提
出
書
類
〉

・
宅
地
分
譲
申
込
書

（
総
務
課
管
財
係
・
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
）

・
住
民
票
謄
本
…
１
通

・
納
税
証
明
書
…
１
通

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
総
務
課
管
財
係
　
（
２
）
１
４
４
３

平成21年11月来島者数実績報告
目標数　24,000人　　　

13,548

845

90

659

15,142

12,093

452

0

557

13,102

92.2％

63.1％

東 海 汽 船

羽田－大島

八丈－大島

新中央航空

合　　　計

前 年 対 比

目 標 対 比

（単位：人）

21年 20年

観
光
商
工
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

﹇
町
長
室
﹈
▼
11
月
17
日
全
国
砂
防
促
進

大
会
▼
18
日
全
国
簡
易
水
道
協
会
理
事
会
・

全
国
町
村
長
大
会
・
島
し
ょ
地
域
保
健
医

療
協
議
会
▼
24
日
大
島
町
表
彰
式
・
臨
時

議
会
▼
25
日
島
じ
ま
ん
２
０
１
０
プ
レ
ゼ

ン
／
委
託
業
者
選
考
委
員
会
▼
26
日
町
村

長
会
議
▼
27
日
振
興
公
社
運
営
検
討
委
員

会
・
理
事
会
・
活
性
化
対
策
・
島
じ
ま
ん

実
行
委
員
会
・
島
し
ょ
町
村
一
部
事
務
組

合
組
織
団
体
長
会
議
・
町
村
長
会
議
▼
30

日
東
京
の
港
湾
を
考
え
る
町
村
懇
談
会
▼

12
月
2
日
道
路
整
備
の
促
進
を
求
め
る
全

国
総
決
起
大
会
▼
3
〜
4
日
外
国
人
観
光

客
誘
致
ツ
ア
ー

﹇
来
庁
者
﹈
▼
11
月
13
日
東
京
都
道
家
技

監 行
政
の
う
ご
き

ご
存
知
で
す
か
？

１１
月
１０
日
〜
１２
月
9
日

面
　
積
　
　
４
９
０．
９
５
㎡

価
　
格
　
　
４，
１
５
３，
４
３
７
円

㎡
単
価
　
＠
８，
４
６
０
／
㎡

面
　
積
　
　
３
８
０．
７
５
㎡

価
　
格
　
　
３，
５
７
９，
０
５
０
円

㎡
単
価
　
＠
９，
４
０
０
／
㎡

北の山分団
器具置場

↑
至
岡
田

至
元
町
↓

農
免
道
路

伊東
商店

←至万立 至空港→

②公売
　予定地

①公売
　予定地

元町字北野
1番19
（宅地）

元町字北野
1番142
（宅地）

※八丈－大島路線については10月より廃止
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東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談

東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談

東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談 お気軽に

ご相談ください

　
東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
法
律
相
談
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
※
予
約
が
必
要
で
す
。

﹇
日
時
﹈
1
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分

　
　
　
　
　
　
〜
午
後
4
時
30
分

　
　
　
　
次
の
予
定
…
２
月
10
日
（
水
）

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
相
談
内
容
・
時
間
﹈

　
無
料
一
般
相
談
（
当
日
の
み
）

　
相
談
時
間
は
お
一
人
40
分
以
内

﹇
予
約
受
付
時
間
﹈

　
月
曜
日
〜
金
曜
日
　

　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

　
午
後
1
時
〜
午
後
5
時

　
（
い
ず
れ
も
祝
祭
日
を
除
く
）

﹇
主
催
﹈
 

　
・
東
京
弁
護
士
会

　
・
第
一
東
京
弁
護
士
会
　

　
・
第
二
東
京
弁
護
士
会

﹇
問
い
合
わ
せ
・
予
約
電
話
番
号
﹈

　
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
　

　
 
0
3
（
3
5
9
5
）
8
5
7
5

の
お
お
よ
そ
２
０
０
分
の
１
程
度
（
例

え
ば
10
万
円
の
請
求
な
ら
５
０
０
円
）
で
、

家
事
の
場
合
は
内
容
に
よ
っ
て
多
少
違

い
ま
す
が
、
お
お
よ
そ
１，
２
０
０
円
程

度
で
す
。

　
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
伊
豆
大
島
簡

易
裁
判
所
　
（
２
）
１
１
６
５
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
伊
豆
大
島
調
停
協
会

　
教
育
委
員
会
で
は
、
10
月
26
日
ク
ダ
ッ
チ

老
人
福
祉
館
に
お
い
て
、
「
第
三
中
学
校
整

備
計
画
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
説
明
会
で
は
、
第
三
中
学
校
整
備
計
画
が

こ
れ
ま
で
説
明
し
て
き
た
計
画
の
一
部
を
変

更
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
た
た
め
、

変
更
と
な
っ
た
理
由
や
経
緯
、
ま
た
変
更
後

の
計
画
内
容
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

【
変
更
と
な
っ
た
理
由
】

　
管
理
棟
校
舎
に
つ
い
て
は
、
築
30
年
以
上

を
経
過
し
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
国

の
補
助
制
度
を
利
用
し
校
舎
の
改
築
を
計
画

し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
老
朽
化
の
基

準
と
な
る
耐
力
度
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

一
部
補
助
対
象
基
準
の
数
値
に
達
し
て
い
な

い
た
め
、
補
助
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
従
来
の
計
画
ど
お
り
改
築
を

行
っ
た
場
合
、
町
の
負
担
が
大
き
く
な
り
財

政
面
で
か
な
り
厳
し
い
こ
と
、
す
で
に
つ
つ

じ
小
学
校
の
開
校
を
１
年
延
期
し
て
い
る
た

め
、
こ
れ
以
上
遅
延
で
き
な
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
管
理
棟
校
舎
を
改
築
せ
ず
、
既
存
校
舎

の
大
規
模
改
造
に
変
更
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
24
年
度
に
実
施
予
定
し
て
い

た
新
プ
ー
ル
の
建
設
に
つ
い
て
は
既
存
プ
ー

ル
を
改
修
し
使
用
す
る
こ
と
と
し
、
つ
つ
じ

小
学
校
の
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、

既
存
プ
ー
ル
の
跡
地
に
整
備
す
る
計
画
と
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
借
地
契
約
期
限
の
平
成

25
年
度
ま
で
現
在
の
借
用
地
を
使
用
し
、
そ

の
後
に
つ
い
て
は
貸
主
と
の
契
約
延
長
等
の

調
整
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
今
後
に
つ
い
て
】

　
現
在
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
か
ら
の
要

望
や
説
明
会
で
出
さ
れ
た
ご
意
見
等
を
考
慮

し
、
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
実
施
設
計

を
行
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
内
容
に
つ
い

て
は
決
ま
り
次
第
、
広
報
等
で
周
知
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
委
員
会

第
三
中
学
校
整
備
計
画

　
　
　
　
　
　
　
一
部
変
更

21　施設整備実施設計　　　　　　  施設整備実施設計

22
　
管理棟校舎改築

　　　　　　　  普通教室棟校舎大規模改造

　　　　　　　　　　　　　　　　  管理棟校舎耐震診断

23　普通教室棟校舎大規模改造　　  管理棟校舎大規模改造・耐震補強

24
　新プール建設　　　　　　　　  

既存プール改修
　　つつじ小サブグラウンド整備　  

25　既存校舎解体、既存プール解体

年度 従　来　計　画 変　更　計　画

※管理棟：職員室や特別教室がある棟　普通教室棟：１～３年生教室がある棟

変 更 計 画 概 要
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平
成
22
年
度
建
設
工
事
（
建
設
工
事
・
設

計
・
測
量
・
地
質
調
査
等
）
等
の
22
年
度
分

追
加
登
録
の
申
請
受
付
を
行
い
ま
す
。

　
申
請
受
付
期
間

　
平
成
22
年
２
月
１
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
２
月
15
日
（
月
）

　
注
　
意

※
５
０
０
万
円
以
上
の
工
事
等
を
請
負
う
場
合
、

　
経
営
資
格
審
査
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
申
込
書
、
受
付
票
、
基
本
カ
ー
ド
、
業
態

　
カ
ー
ド
の
表
題
に
は
22
年
度
と
記
載
し
て

　
く
だ
さ
い
。

　
平
成
22
・
23
年
度
物
品
買
入
れ
（
委
託
・

購
入
・
借
上
げ
等
）
等
の
22
・
23
年
度
分
追

加
登
録
の
申
請
受
付
を
行
い
ま
す
。

　
注
　
意

※
物
品
買
入
れ
（
21
・
22
・
23
）
年
度
に
登

　
録
し
て
あ
る
業
者
は
申
請
の
必
要
は
あ
り

　
ま
せ
ん
。
申
請
の
漏
れ
た
業
者
や
新
規
に

　
登
録
を
希
望
す
る
業
者
が
対
象
で
す
。

　
申
請
受
付
期
間

　
平
成
22
年
２
月
１
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
２
月
15
日
（
月
）

建
設
工
事
等
・
物
品
買
入
れ
等
共
通
事
項

１．
大
島
町
指
定
様
式
を
使
用
し
て
く
だ
さ

　
　
い
。

２．
郵
送
可
（
返
信
用
封
筒
同
封
）

３．
20
・
21
年
度
契
約
の
官
公
署
と
の
契
約

　
　
金
額
上
位
５
位
の
契
約
書
表
紙
（
写
）

　
　
の
み
添
付
。

４．
添
付
書
類
の
う
ち
、
提
示
の
み
の
書
類

　
　
は
写
し
を
添
付
す
る
こ
と
。

申
込
用
紙

　
様
式
、
記
入
方
法
は
、
当
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
使
用
し
、
申
請

様
式
な
ら
び
に
提
出
書
類
記
載
要
領
中
、
表

示
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
年
度
は
、
当
該
対

象
年
度
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

ア
ド
レ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　http://w
w
w
.tow

n.oshim
a.tokyo.jp/

提
出
先

　
〒
１
０
０
―
０
１
０
１

　
東
京
都
大
島
町
元
町
１
―
１
―
14

　
大
島
町
役
場
　
総
務
課
　
管
財
係

　
　
０
４
９
９
２
（
２
）
１
４
４
３

平
成
22
年
度

建
設
工
事
等
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
受
付
（
追
加
登
録
分
）

平
成
22
・
23
年
度

物
品
買
入
れ
等
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
受
付
（
追
加
登
録
分
）

火
山
活
動
の
解
説

﹇
平
成
21
年
11
月
の
概
況
﹈

　
火
山
性
地
震
の
発
生
回
数
は
少
な
く
、
地

震
活
動
は
静
穏
に
経
過
し
ま
し
た
。
16
日
に

実
施
し
た
現
地
調
査
で
は
、
山
頂
火
口
及
び

周
辺
の
温
度
に
大
き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
や
光
波
距
離
計
に
よ
る
観

測
で
は
、
地
下
深
部
へ
の
マ
グ
マ
注
入
に
よ

る
と
考
え
ら
れ
る
長
期
的
な
島
全
体
の
膨
張

傾
向
が
継
続
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
火
山
活

動
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在

は
静
穏
な
状
態
で
、
三
原
山
山
頂
火
口
周
辺

に
影
響
を
及
ぼ
す
噴
火
の
兆
候
は
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
。
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
は
１
（
平
常
）

で
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
火
山
防
災
連
絡
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
１
６
６

第
１３
回

小
中
学
校
連
合
作
品
展

　
第
13
回
大
島
町
立
小
中
学
校
連
合
作
品
展

を
開
催
し
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
が
日
常
の
授
業
の
中
で
表
現

力
や
創
造
性
を
発
揮
し
、
自
ら
の
創
意
と
工

夫
を
重
ね
て
製
作
し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

﹇
日
時
﹈
１
月
15
日
（
金
）
〜
19
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

﹇
場
所
﹈

　
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
　
２
階
大
集
会
室

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
教
育
文
化
課
　
　
（
２
）
１
４
５
３

　
行
政
へ
の
苦
情
、
意
見
、
要
望
な
ど

　
悪
徳
商
法
な
ど
消
費
生
活
の
質
問
、
相
談

﹇
日
　
時
﹈
1
月
27
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

　
　
　
　
　
※
毎
月
第
４
水
曜
日

﹇
場
　
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
相
談
員
﹈
立
木
　
有
五

　
　
　
　
　
　
・
FAX
（
２
）
３
２
９
８

　
※
相
談
日
以
外
で
も
直
接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
か
が
く
の
と
も
「
と
ら
」

　
　
　
　
　
　
﹇
作
﹈
田
中
豊
美
　
　
　

　
　
　
　
　
　
﹇
発
行
﹈
福
音
館
書
店

　
　
　
　
　
　
今
年
の
干
支
の
「
と
ら
」。

　
　
　
　
　
　
ど
ん
な
動
物
な
の
か
な
？

○
離
乳
食
大
百
科
／
子
ど
も
ご
は
ん
大
百
科

﹇
発
行
﹈
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

材
料
別
レ
シ
ピ
や

Q
&
A
な
ど
、
カ
ラ

ー
で
見
や
す
い
大
百

科
。ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
・

こ
っ
こ
ク
ラ
ブ
の
特

別
編
集
。

○
ベ
ジ
タ
ブ
ル
ハ
イ
ツ
物
語

　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
著
者
﹈
藤
野
千
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
発
行
﹈
光
文
社

　
　
　
　
　
　
　
　
野
菜
の
部
屋
名
の
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ー
ト
に
住
む
「
目

立
た
な
い
」
人
々
の
ゆ
る
や
か
な
生
活
。

○
地
球
環
境
白
書
（
全
6
巻
）

﹇
発
行
﹈
学
習
研
究
社

今
「
地
球
」
が
危
な
い
を
第
１
巻
に
、

「
食
」
「
水
」
「
ゴ
ミ
」
「
大
気
」
「
化

学
物
質
」
と
環
境
問
題
を
知
る
。

○
あ
な
た
と
、
ど
こ
か
へ
。

﹇
著
者
﹈
吉
田
修
一
・
角
田
光
代
・
石
田

衣
良
・
甘
糟
り
り
子
・
林
望
・
谷
村
志
穂

片
岡
義
男
・
川
上
弘
美

﹇
発
行
﹈
文
藝
春
秋

そ
れ
ぞ
れ
の
ド
ラ
イ
ブ
と
愛
、８
つ
の
短
編
。

○
世
界
探
検
全
史
㊤
㊦

﹇
著
者
﹈
フ
ェ
リ
ペ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
・

　
　
　
　
ア
ル
メ
ス
ト

﹇
訳
﹈
関
口
篤
﹇
発
行
﹈
青
土
社

95
歳
の
女
性
利
用
者
が

折
り
紙
の
く
す
玉
を

作
っ
て
く
れ
ま
し
た
！
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﹇
助
成
さ
れ
る
接
種
費
用
﹈

　
現
在
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
は
、
国
で
基
本
的
な
接
種
費
用
を

設
定
し
て
い
ま
す
が
、
大
島
町
で
は
住
民
の

方
で
、
優
先
接
種
対
象
者
の
接
種
費
用
を
助

成
し
ま
す
。

〈
１
回
目
の
接
種
〉
　
３，
６
０
０
円

〈
２
回
目
の
接
種
〉
　

　
①
１
回
目
と
同
じ
医
療
機
関
等
で
接
種
し

　
　
た
場
合
は
、
２，
５
５
０
円

　
②
１
回
目
と
異
な
る
医
療
機
関
等
で
接
種

　
　
し
た
場
合
は
、
３，
６
０
０
円

○
お
詫
び
と
訂
正

　
　
広
報
お
お
し
ま
12
月
号
で
お
知
ら
せ
し

　
た
接
種
費
用
の
負
担
額
助
成
で
、
「
住
民

　
の
方
の
接
種
費
用
」
は
、
「
住
民
の
方
で
、

　
優
先
接
種
対
象
者
の
接
種
費
用
」
の
誤
り

　
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

﹇
費
用
助
成
の
申
請
﹈

　
島
内
で
接
種
し
た
場
合
の
接
種
費
用
は
、

町
が
直
接
支
払
い
ま
す
の
で
、
負
担
金
を
支

払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
す
で
に
島
内
・
島
外
の
医
療
機
関
で
接
種

し
自
己
負
担
額
を
支
払
っ
た
優
先
接
種
対
象

者
は
、
必
要
書
類
等
を
添
え
て
、
助
成
の
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
必
要
書
類
﹈

①
接
種
し
た
医
療
機
関
等
が
発
行
し
た
「
新

　
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
済
証
」

（
幼
児
等
で
、
必
要
事
項
記
載
済
の
母
子
手

　
帳
で
も
可
）

②
医
療
機
関
発
行
の
領
収
書

③
印
鑑

④
接
種
費
用
振
込
み
口
座
の
通
帳
・
カ
ー
ド

﹇
接
種
申
請
受
付
﹈

　
現
在
大
島
町
で
は
、
医
療
セ
ン
タ
ー
で
接

種
を
希
望
す
る
優
先
対
象
者
の
申
請
を
受
付

け
て
い
ま
す
。

　
優
先
対
象
者
は
、
「
妊
婦
」
「
基
礎
疾
患

の
あ
る
方
」
「
１
歳
〜
小
学
校
６
年
生
」
「
１

歳
未
満
の
小
児
の
保
護
者
」
「
優
先
接
種
対

象
者
の
う
ち
身
体
上
の
理
由
に
よ
り
予
防
接

種
が
受
け
ら
れ
な
い
者
の
保
護
者
等
」
で
す
。

　
な
お
、
他
の
医
療
機
関
で
接
種
を
希
望
す

る
方
は
直
接
医
療
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
優
先
接
種
対
象
者
の
う
ち
、
中
学
生
・

高
校
生
・
高
齢
者
の
受
付
開
始
は
、
決
定
し

順
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

﹇
申
請
書
の
配
布
と
受
付
﹈

　
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー
・
福
祉
け
ん
こ
う
課
・

各
出
張
所
・
医
療
セ
ン
タ
ー
（
配
布
の
み
）

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
 
（
２
）
８
１
４
１

◆
母
親
学
級
《
予
約
制
》

・
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
頃【
１
ク
ー
ル
④
日
制
】

①
1
／
8
（
金
）
〈
保
健
師
〉

「
お
産
の
準
備
・
妊
産
婦
体
操
・
懇
親
会
」

②
1
／
14
（
木
）

　
　
　
　
〈
歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生
士
〉

「
歯
科
健
診
・
楽
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
　
」

③
1
／
22
（
金
）

　
　
　
　
〈
産
婦
人
科
医
師
・
栄
養
士
〉

「
妊
娠
中
の
健
康
管
理
・
妊
産
婦
の
栄
養
」

④
1
／
26
（
火
）
〈
保
健
師
〉

「
赤
ち
ゃ
ん
の
保
育
と
沐
浴
・
懇
談
会
」

◆
栄
養
個
別
相
談
《
予
約
制
》

・
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー
（
栄
養
士
ま
で
）

「
糖
尿
病
予
防
栄
養
相
談
」
　
1
／
13
（
水
）

「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
予
防
」
　
1
／
14
（
木
）

「
高
血
圧
予
防
栄
養
相
談
」

1
／
28
（
木
）

◆
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
《
予
約
制
》

・
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー
（
保
健
師
ま
で
）

　
1
／
13
（
水
）
・
1
／
27
（
水
）

　
※
保
健
師
に
よ
る
こ
こ
ろ
と
体
の
相
談

　
今
ま
で
楽
し
め
て
い
た
こ
と
が
楽
し
く
な
い
、

気
分
が
沈
む
、
疲
れ
を
強
く
感
じ
る
、
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
方
、
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
ハ
ッ
ピ
ー
歯
科
相
談
《
予
約
制
》

・
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー
（
歯
科
衛
生
士
ま
で
）

「
歯
周
病
予
防
相
談
」
　
　
1
／
20
（
水
）

「
ち
び
っ
子
歯
科
相
談
」
　
　
1
／
21
（
木
）

「
家
族
で
歯
科
相
談
」
　
　
1
／
27
（
水
）

◆
健
康
相
談
《
予
約
制
》
　
　

・
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

※
保
健
師
・
看
護
師
・
栄
養
士
・
歯
科
衛
生
　

士
に
よ
る
相
談
で
す
。

◆
3
才
児
健
診
　
　
　
　
　
1
／
5
（
火
）

◆
1
才
6
カ
月
児
健
診
　
　
1
／
7
（
木
）

◆
B
C
G
予
防
接
種
　
　
　
1
／
12
（
火
）

◆
定
期
の
予
防
接
種

（
三
種
混
合
・
麻
疹
・
風
疹
・
二
種
混
合
）

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
８
１
４
１

◆
6
・
9
ヵ
月
児
健
診
《
予
約
制
》

　
・
医
療
セ
ン
タ
ー
　
◇
毎
週
水
曜
日

　
1
／
６
日
・
13
日
・
20
日
・
27
日

　
※
20
日・
27
日
は
栄
養
相
談
も
あ
り
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
医
療
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
２
３
４
６

左
記
は
対
象
者
に
通
知
し
ま
す
。（
各
対
象
時
期
に
）

左
記
は
対
象
者
に
は
通
知
し
ま
す
。（
約
２
週
間
前
）

　「
乳
幼
児
歯
科
健
診
（
無
料
）
」
で

　
　
　
　
お
子
さ
ん
の
歯
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
2
月
4
日
（
木
）
《
予
約
不
要
》

　
　
受
　
付
↓
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

　
　
対
　
象
↓
０
歳
児
〜
未
就
学
児

　
　
場
　
所
↓
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

　
　
持
ち
物
↓
母
子
手
帳

　
　
内
容
①
歯
科
医
師
に
よ
る
健
診
・
相
談

　
　
　
　
②
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
予
防
・
相
談

★
お
子
さ
ん
は
最
低
で
も
約
４
カ
月
に
１
度
の
チ

　
ェ
ッ
ク
や
ケ
ア
ー
が
お
す
す
め
で
す
。

★
既
に
虫
歯
の
穴
が
あ
る
お
子
さ
ん
も
大
歓
迎
で

　
す
。

★
虫
歯
を
目
立
た
な
い
位
小
さ
な
段
階
で
発
見
し
、

　
早
め
の
予
防
や
治
療
に
よ
り
歯
を
守
っ
て
い
け

　
れ
ば
と
て
も
楽
で
安
心
で
す
。
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　同一世帯で同じ医療保険に加入している人の『お医者さんにかかったときの自己負担額』と、『介護保険の
サービスを利用したときの利用者負担額』の１年分の自己負担額を合算した金額が、自己負担限度額を超えた
場合、超えた額が、高額介護合算療養費として支給されます。
　支給額は、「国民健康保険」と「後期高齢者医療制度」及び「介護保険」で支払った自己負担額の割合で、
それぞれの保険者から支払われます。

○世帯の自己負担限度額と算定期間
　１年間の医療費と介護保険の自己負担額を合計した金額が限度額を超えた場合、申請により限度額を超えた
額が高額介護合算療養費として支給されます（ただし、支給額が５００円未満の場合は支給されません）。
　算定期間は、毎年８月１日から翌年７月３１日までを基準としますが、制度開始時は平成２０年４月１日か
ら平成２１年７月３１日までとなります。
【限度額】

　※平成２０年４月から平成２１年７月までは算定期間が長いため、（　）内の額を適用します。
　※所得区分は、基準日を算定期間末日（７月３１日）とし、前年度の所得により区分します。
【支給例】所得区分が一般で、７０歳以上の世帯の場合　　※平成２０年４月１日～平成２１年７月３１日
後期高齢者医療制度に加入している夫婦で、夫が入院、妻が介護サービスを利用している場合で、年間の自己
負担額が高額な場合。
 

 

○申請手続きの流れ
①住民課から対象となる方に、支給申請書を住所地へ送付します（２月中）。
②支給申請書を住民課または各出張所に提出します。
③申請後、「国民健康保険、後期高齢者医療制度、介護保険」それぞれの保険者から高額介護合算療養費が支
　給されます。
　※　平成２０年４月以降に、島外から大島町へ転入した方などの場合、以前の受診などの履歴が把握できな
　　いため、申請のご案内ができない場合があります。平成２０年４月～平成２１年７月までの間に、医療費
　　と介護サービス料の自己負担額が高額だった場合はお問い合せください。
　※　算定期間中に医療（介護）保険者が変更となった場合でも、変更前の加入保険における自己負担額も合
　　算の対象となりますので、変更前の保険者へ「自己負担額証明書」の交付を申請して下さい。
　　　なお、基準日（７月３１日）時点に被用者保険（職場の医療保険）へ加入していた方も同じ制度が適用
　　されますので、加入保険者へお問い合わせ下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［問い合わせ］住民課国保年金係　 （２）１４６２

高額医療・高額介護合算制度

医療費の自己負担額

介護保険の自己負担額

１年分の負担額を

世帯で合算

対象となる方には、2月中に、住所地宛に申請手続きのご案内を郵送しますので、
案内が届きましたら、住民課または各出張所にて申請手続きをしてください。

高額医療・高額介護合算制度
自己負担額を合算し、年額で自己負担限度額
を超えた額が支払われます。

70歳未満を含む世帯
１２６万円（１６８万円）
６７万円（８９万円）

３４万円（４５万円）

世帯内の70歳以上
６７万円（８９万円）
５６万円（７５万円）
３１万円（４１万円）
１９万円（２５万円）

現役並み所得者（上位所得者）
一　　　　　　　　般
低　　所　　得　　Ⅱ
低　　所　　得　　Ⅰ

所得区分
国民健康保険　＋　後期高齢者医療制度　＋　介護保険

医療費の自己負担額（年間）

４１万円

介護利用料の自己負担額（年間）

３７万円

世帯負担

４１万円＋３７万円

＝７８万円

申請により払い戻される額

限度額

７８万円－７５万円＝３万円

夫

妻
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話
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が
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る
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・
わ
・
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い

●ま・ち・の・わ・だ・い

　
第
24
回
大
島
町
立
小
・
中
学
校
連
合
音

楽
会
・
中
学
生
の
部
が
12
月
８
日
（
火
）

に
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
で
、

小
学
生
の
部
が
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
中
学
生
た
ち
は
元
気
に
す
ば
ら

し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
響
か
せ
ま
し
た
。

　
11
月
21
日
・
22
日
の
２
日
間
、
元
町
仲

通
り
を
会
場
に
収
穫
祭
が
行
わ
れ
、
大
島

産
の
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
、
花
の
ほ
か
、

大
島
の
素
材
で
作
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
加

工
品
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
安
心
・
安
全
な

産
物
を
お
目
当
て
に
、
午
前
中
か
ら
た
く

さ
ん
の
人
々
が
来
場
。
あ
っ
と
い
う
間
に

売
り
切
れ
て
し
ま
う
お
店
も
。

　
初
日
に
は
キ
ム
チ
作
り
体
験
も
行
わ
れ

る
な
ど
、
２
日
間
に
わ
た
る
青
空
市
場
に

約
９
０
０
人
が
来
場
し
、
元
町
仲
通
り
は

大
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

　第32回大島町少年学童軟式野球選手
権大会が12月６日・13日の２日間で行
われ、Ａブロックは岡田リトル八幡が
11年ぶりに、Ｂブロックは元町サンデ
ーズが２年連続で優勝を遂げました。

2年連続!元町サンデーズ

19 広報おおしま

11年ぶり!岡田リトル八幡

　
11
月
21
日
（
土
）
、
神
宮
外
苑
の
日
本
青
年
館
大

ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
た
第
59
回
全
国
民
俗
芸
能
大
会

に
、
大
島
町
か
ら
「
吉
谷
神
社
正
月
祭
保
存
会
」
59

名
が
東
京
都
指
定
の
芸
能
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
芸
能
保
存
と
継
承
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
民
俗
芸
能
大
会
で
す
が
、
今
年
は
青
年
が
主
体
の

芸
能
を
演
目
に
集
め
、
大
島
町
の
ほ
か
に
岩
手
県
盛

岡
市
の
獅
子
踊
や
出
雲
の
奥
飯
石
神
楽
・
千
葉
県
の

佐
原
囃
子
な
ど
が
出
演
し
、
１，
３
０
０
の
座
席
を
埋

め
る
ほ
ど
の
盛
況
で
し
た
。

　
２
か
月
前

か
ら
準
備
や

練
習
を
重
ね

た
神
子
舞
や

若
い
衆
手
踊

り
の
晴
れ
姿
に
、

都
内
在
住
の

大
島
出
身
者

や
知
人
・
島

か
ら
の
追
っ

か
け
応
援
隊

で
会
場
は
賑

わ
い
ま
し
た
。
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●ま・ち・の・わ・だ・い

☆
話
題
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ま
ち
っ
て
み
ん
な
イ
キ
イ
キ
し
て
る

●
ま
・
ち
・
の
・
わ
・
だ
・
い

　
定
例
議
会
中
の
12
月
９
日
、
第
三
中

学
校
の
３
年
生
16
人
が
、
町
役
場
の
議

場
に
て
模
擬
議
会
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
浜
野
勇
気
く
ん
が
議
長
席
に
着
き
審

議
を
進
め
る
な
か
、
５
人
の
三
中
議
員

は
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
し
た
面
持
ち
で
壇

上
で
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

大
川
航
紀
議
員
―
減
っ
て
し
ま
っ
た
観

光
客
を
増
や
す
た
め
に
何
か
し
て
い
ま

す
か
？

観
光
課
長
―
４
月
か
ら
観
光
費
の
予
算

増
額
を
要
望
し
、
新
た
な
取
組
を
試
み

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
島
民
全
員
が
観
光
客
を
見
か

け
た
時
な
ど
優
し
く
接
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
、
誘
客
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

白
木
美
春
議
員
―
暗
い
裏
道
に
街
灯
設

置
予
定
は
あ
り
ま
す
か
？

建
設
課
長
―
現
在
、
２,
０
７
０
か
所
の

街
灯
が
あ
り
、
維
持
費
が
予
算
額
を
占

め
る
た
め
、
新
た
な
設
置
は
な
か
な
か

難
し
い
状
況
で
す
。

吉
田
真
春
議
員
―
下
水
処
理
場
や
ゴ
ミ

箱
の
設
置
を
し
た
ら
ど
う
か
？

生
活
環
境
課
長
―
下
水
処
理
は
、
大
島

の
よ
う
に
集
落
が
分
か
れ
て
い
る
地
域

に
は
適
さ
な
い
た
め
合
併
浄
化
槽
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
ご
み
箱
の
設
置
も
、
家
庭
ご
み
を
捨
て

る
な
ど
、
マ
ナ
ー
の
悪
さ
か
ら
撤
去
し
ま

し
た
。

前
沢
貴
士
議
員
―
な
ぜ
三
中
の
横
に
つ
つ

じ
小
を
作
っ
た
の
か
？

教
育
文
化
課
長
―
検
討
委
員
会
で
話
し
合

い
、
小
中
学
校
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
で

よ
り
良
い
教
育
に
結
び
つ
く
と
考
え
た
た

め
で
す
。

大
原
　
仁
議
員
―
年
末
に
道
路
工
事
が
多

い
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

建
設
課
長
―
工
事
費
用
は
、
国
や
都
か
ら

の
補
助
金
が
承
認
さ
れ
開
始
す
る
た
め
、

秋
頃
か
ら
順
番
に
工
事
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
質
問
に
対
し
、
各
課
長
は
本
番
と
変
わ

ら
ず
真
剣
に
回
答
し
て
い
ま
し
た
。

大島町柔剣道大会

三中生

●個人戦結果

　
剣
　
　
　
道

中
村
　
龍
鵬

永
井
　
貴
昭

小
島
　
壮
裕

中
村
　
鳳
彪

平
野
　
　
歩

三
間
伊
舞
希

澤
田
　
拓
海

永
井
　
勇
希

板
垣
　
幸
典

澤
田
　
愛
菜

沖
村
　
健
太

三
間
　
功
大

鈴
木
菜
奈
加

木
村
優
明
歩

宮
嶋
　
晃
規

菊
地
　
美
穂

山
田
　
瑞
姫

松
島
怜
緒
奈

沖
村
　
　
翼

菊
地
　
耕
平

鈴
木
　
健
太

 

　
柔
　
　
　
道

中
川
あ
か
り

田
崎
　
　
陸

山
口
　
来
佳

轟
　
慎
太
郎

下
村
大
治
郎

大
倉
　
彩
冬

中
川
　
拓
人

川
口
　
励
也

佐
藤
　
風
弥

沼
田
　
歩
武

浜
野
　
健
太

中
村
　
駿
鷹

雪
田
　
春
菜
　

松
本
　
幸
之

山
内
　
雄
大

鈴
木
　
竜
太

前
田
　
冬
星

前
沢
　
正
也

順
　
位

優
　
勝

準
優
勝

3
　
位

優
　
勝

準
優
勝

3
　
位

優
　
勝

準
優
勝

3
　
位

優
　
勝

準
優
勝

3
　
位

優
　
勝

準
優
勝

3
　
位

優
　
勝

準
優
勝

3
　
位

優
　
勝

準
優
勝

3
　
位

優
　
勝

準
優
勝

3
　
位

部
門小学１年小学２年小学３年小学４年小学５年小学６年中学女子中学男子

団体戦（小学柔道）
　優　勝　泉津支部A　
　準優勝　差木地支部A
団体戦（小学剣道）
　優　勝　元町支部　
　準優勝　差木地支部

第 4 回

泉柔差柔柔柔泉泉泉波波差差波泉差泉波

差岡岡差岡岡元岡元元差岡差差元差差差差差元

　
12
月
12
日
（
土
）
大
島
海
洋
国
際

高
校
に
お
い
て
第
４
回
大
島
町
柔
剣

道
大
会
が
開
催
さ
れ
、
柔
道
に
49
人

の
小
学
生
が
、
剣
道
に
30
人
の
小
中

学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
東
京
都
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

《
優
良
ク
ラ
ブ
受
賞
》

　
・
野
増
第
一
千
歳
会

　
・
ク
ダ
ッ
チ
第
二
八
千
代
会

《
育
成
功
労
者
受
賞
》

　
・
波
浮
港
第
一
小
波
会
会
長
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
玉
　
四
郎

（
大
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
副
会
長

　
兼
任
）

第２３回

東
京
都
老
人
ク
ラ
ブ

会
長
表
彰

　
12
月
６
日
（
日
）

開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
社
会
福
祉

協
議
会
・
藤
倉
学
園
・

恵
の
園
に
よ
る
、
ふ

れ
あ
い
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
模
擬
店
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、
作
品
展
示
・

似
顔
絵
・
カ
ゴ
編
・
ケ
ン
玉
・
ぬ
り
絵
・
木

工
動
物
な
ど
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
盛
り
だ
く

さ
ん
の
会
場
は
、
子
ど
も
・
高
齢
者
・
障
害

を
持
っ
た
方
・
地
域
住
民
の
楽
し
い
ふ
れ
あ

い
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

培



№１３６

大
島
公
園
だ
よ
り

新本本
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
も
大
島
公
園
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
は
寅
年
で
す
。
大
島
公
園
に
は
、

ト
ラ
は
い
ま
せ
ん
が
、
し
っ
ぽ
が
縞

模
様
の
レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
・
ワ
オ
キ
ツ
ネ

ザ
ル
・
ア
ラ
イ
グ
マ
が
い
ま
す
。

年
も
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

職
員
一
同
皆
様
の
ご
来
園
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　＊
ふ
れ
あ
い
（
モ
ル
モ
ッ
ト
と
ウ
サ
ギ
を

　
だ
っ
こ
で
き
ま
す
）

　
10
時
〜
正
午
／
13
時
〜
16
時

＊
イ
ン
コ
た
ち
と
記
念
撮
影

　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
14
時
30
分
〜
16
時

＊
サ
ル
島
と
家
畜
の
お
や
つ
タ
イ
ム

（
餌
や
り
体
験
が
で
き
ま
す
）

　
10
時
30
分
／
14
時

＊
ラ
ク
ダ
の
お
や
つ
タ
イ
ム

（
餌
や
り
体
験
が
で
き
ま
す
）
14
時
30
分

＊
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
９
時
30
分
〜
15
時
30
分

椿
資
料
館
建
替
え

　
耐
震
補
強
が
必
要
な
た
め
、椿
資
料
館

を
建
替
え
し
ま
す
。１
月
11
日
ま
で
は
既

設
資
料
館
で
営
業
し
、12
日
〜
15
日
は
仮

設
資
料
館（
第
一
駐
車
場
）へ
引
越
し
の
た
め

休
館
し
ま
す
。１
月
16
日
か
ら
は
仮
設
資

料
館
で
営
業
し
ま
す
が
、展
示
場
所
・
駐
車

場
等
が
狭
く
な
り
ま
す
。ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

 

永
野
　
里
沙
ち
ゃ
ん
　
　
翔
太
・
麻
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
／
28
（
波
浮
港
）

橋
本
　
姫
奈
ち
ゃ
ん
　
　
泰
弘
・
樹
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
／
30
（
差
木
地
）

佐
藤
　
千
笑
ち
ゃ
ん
　
　
宏
介
・
美
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
／
1
（
波
浮
港
）

浦
木
　
花
綾
ち
ゃ
ん
　
　
義
尚
・
友
香
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
／
16
（
元
　
町
）

飯
田
　
夢
莢
ち
ゃ
ん
　
　
啓
介
・
あ
ゆ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
／
17
（
ク
ダ
ッ
チ
）

稲
田
幸
太
郎
く
ん
　
　
　
雄
太
・
奈
穂
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
／
19
（
元
　
町
）

木
場
　
碧
ち
ゃ
ん
　
　
　
耕
二
・
か
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
／
20
（
元
　
町
）

11
／
6
〜
12
／
5
ま
で
に

　
届
け
出
の
あ
っ
た
人
（
敬
称
略
）

赤
ち
ゃ
ん
　
　
　
　
父
・
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
／
日
　
住
　
所

り
　さ

ひ
　
な

ゆ
　
ら

あ
お
い

こ
う
た
ろ
う

ち
え
み

か
り
ん

［日　　時］1月24日（日）小雨決行
［集合場所］都道一周道路の間伏林道入口
［順　　路］差木地林道→木星号入口
　　　　　　→櫛形山→林道入口
［時　　間］9：15～15：00頃まで
［持　　参］雨具・防寒具・昼食・飲み物
　　　　　　手袋等
［条　　件］すべて自己責任、交通規則遵守
（この先の予定）
2月21日（日）サンセットパームラインコース

丸尾 時彦    （4）0498
田村 孝治    （4）1234
北原 末松    （2）0759
高橋 敏生    （4）1271
井上 智雄    （4）1921

1

1

1

1

1

問い合わせ、相談、要望等
は下記へご連絡ください。

O W C 伊 豆 大 島《               　　》ウォーキングクラブ
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椿
の
花
の
も
つ
優
し
い
自
然
色
で
シ
ル

ク
ス
カ
ー
フ
を
染
め
上
げ
る
体
験
を
し
ま

す
。

﹇
日
時
﹈

　
１
月
24
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜

﹇
場
所
﹈
海
の
ふ
る
さ
と
村

　
　
　
　
セ
ン
ト
ラ
ル
ロ
ッ
ジ

﹇
費
用
﹈
食
事
込
み
　
２，
０
０
０
円

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
海
の
ふ
る
さ
と
村
　
（
４
）
１
１
３
７

　
大
島
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
は
、
「
コ
ー
チ
ン

グ
」
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
は
、
「
子
ど
も
に
将
来
の
夢
を
育

て
る
親
の
コ
ー
チ
ン
グ
を
学
ぶ
」
〜
な
り
た

い
自
分
に
向
か
っ
て
行
動
す
る
子
ど
も
を
育

て
る
〜
で
す
。

﹇
日
時
﹈
１
月
28
日
（
木
）

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

﹇
講
師
﹈
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本
ス
ク
ー
ル
コ
ー
チ
協
会

　
　
　
理
事
・
関
東
支
部
長
　
間
宮
　
歌
子

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
つ
ば
き
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
　

　
　
　
　
　
　
岡
山
　
　
（
２
）
７
０
０
５

　
大
島
の
代
表
的
漁
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
イ

セ
エ
ビ
漁
業
の
体
験
教
室
を
行
い
ま
す
。

﹇
内
容
﹈
投
網
↓
揚
網
↓
網
外
し
↓
試
食

﹇
日
時
・
場
所
﹈
＊
荒
天
の
場
合
は
中
止

　
１
月
16
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
午
後
３
時

　
　
役
場
（
ビ
デ
オ
視
聴
）
↓
元
町
漁
協
下

　
１
月
17
日
（
日
）
午
前
６
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
午
前
８
時

　
　
投
網
場
所

﹇
費
用
﹈

　
保
険
料
食
事
代
込
み
　
１，
０
０
０
円

﹇
参
加
資
格
﹈
小
学
生
以
上

﹇
募
集
人
数
﹈
20
人

﹇
申
込
期
間
﹈
１
月
６
日（
水
）〜
８
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

﹇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
産
業
課
　
（
２
）
１
４
４
５

　
小
・
中
・
高
の
各
学
校
で
も
集
め
て
く
れ

て
い
ま
す
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
で
は
、
磯
で

も
拾
い
ま
し
た
。

　
H
19
年
7
月
〜
H
21
年
11
月
ま
で
の
累
計
 

　
８
７
３,
９
４
４
個

　
（
ワ
ク
チ
ン
１
０
９
２
・
４
人
分
）

　
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　
　
　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
東
京
大
島
第
一
団

　
　
　
大
島
町
商
工
会
　
女
性
部

＊差木地林道ウォーク＊

―
な
り
た
い
自
分
に
向
か
っ
て

　
　
　
　
　
　
行
動
す
る
子
ど
も
を
育
て
る
―

莱

イ
セ
エ
ビ
漁
業
体
験
教
室

翔
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11
／
6
〜
12
／
5
ま
で
に
届
け
出
が
あ
っ
た
人

杉
本
　
逸
治
さ
ま（
89
・
泉
　
津
）
11
／
4

木
村
　
傳
二
さ
ま（
85
・
差
木
地
）
11
／
5

笠
間
　
芳
子
さ
ま（
82
・
北
の
山
）
11
／
16

佐
藤
　
正
彦
さ
ま（
76
・
波
浮
港
）
11
／
20

山
田
金
之
助
さ
ま（
87
・
ホ
ー
ム
）
11
／
30

長
谷
川
由
勇
さ
ま（
84
・
波
浮
港
）
12
／
2

石
井
　
輝
子
さ
ま（
101
・
ホ
ー
ム
）
12
／
3

濱
田
よ
し
子
さ
ま（
92
・
ホ
ー
ム
）
12
／
4

坂
本
　
義
博
さ
ま（
73
・
岡
　
田
）
12
／
5

　
大
島
高
校
定
時
制
で
は
、
幅
広
い
年
齢

の
生
徒
が
学
問
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
温
か
い
雰
囲
気
の
中
で
、
一
人
ひ
と
り

が
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

先
生
も
生
徒
が
わ
か
る
ま
で
時
間
を
か
け

て
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
最
高
の
環
境

が
整
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
春
か
ら
、
定
時
制
高
校
に
通
っ
て
、

新
た
な
可
能
性
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？

﹇
２２
年
度
募
集
内
容
﹈

第
１
学
年
30
名

願
書
受
付:

２
月
５
日（
金
）・
８
日（
月
）

学
力
検
査:

２
月
23
日（
火
）

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
二
次
募
集
、

　
三
次
募
集
を
行
う
予
定
で
す
。

※
中
学
校
を
修
了
し
て
い
れ
ば
何
歳
で
も

　
応
募
で
き
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
大
島
高
等
学
校
　
（
２
）
１
４
３
１

　
定
時
制
副
校
長
　
千
葉

　http://w
w
w
.osim

a-h.m
etro.tokyo.jp/

　
☆
受
講
料
無
料
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
開
催

　
　
中
！
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
）

　
　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
大
島
の
新
し
い
「
島
リ
ズ
ム
」
を
笑
顔
と

元
気
で
表
現
す
る
、
「
ス
ー
パ
ー
あ
ん
こ
娘
」

と
「
ス
ー
パ
ー
あ
ん
こ
キ
ッ
ズ
」
を
募
集
し

ま
す
。

　
今
年
の
椿
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
を
は
じ
め
、

大
島
の
観
光
Ｐ
Ｒ
や
地
域
振
興
イ
ベ
ン
ト
へ

参
加
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

﹇
１
月
の
練
習
予
定
﹈

　
16
日
（
土
）
・
17
日
（
日
）
・
23
日
（
土
）

　
24
日
（
日
）
・
30
日
（
土
）

　
つ
ば
き
小
学
校
体
育
館
　
午
後
４
時
〜

※
東
京
よ
り
先
生
が
来
島
し
、
指
導
し
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
ス
ー
パ
ー
あ
ん
こ
事
務
局

　
　
　
　
（
東
海
汽
船
大
島
営
業
所
内
）

　
　
　
　
担
当:

矢
島
　
（
２
）
４
３
８
０

※1月1～4日機種はB737-500
※出発時刻の15分前までに保安検査場をお通り
　いただけますよう余裕をもって空港へお越し
　ください。

航
空
便
発
着
時
刻
表

１
月
1
日
〜
１
月
３１
日

東　京　　大 島　　東 京便名 機　種

１８４３
１８４４

DHC-8※
9：15発

11：15着
  9：50着
10：45発

●ANA予約・料金・問い合わせ
　　  ０１２０（０２９）２２２
●貨物運航等の問い合わせ
　　（２）２３３７

﹇
内
　
容
﹈
た
ね
ま
き
と
竹
細
工

﹇
日
　
時
﹈
1
月
23
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

﹇
場
　
所
﹈
椿
公
園
（
元
町
）

﹇
費
　
用
﹈
教
材
費
５
０
０
円

﹇
主
　
催
﹈
伊
豆
大
島
花
の
会

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
宮
脇
四
郎
　
（
２
）１
８
２
４

　

島
し
ょ
会
館
へ
の
ご
予
約
は

　
０
３
（
３
４
３
７
）
３
０
６
１

皆
様
の
ご
利
用
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

http://w
w
w
.tosho-ichikum

i.jp

　
大
島
恵
の
園
で
は
、
地
域
の
皆
様
に

支
え
ら
れ
た
20
年
の
歩
み
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、
施
設
と
地
域
の
新
し
い
交

流
の
あ
り
か
た
を
考
え
る
会
を
開
催
し

ま
す
。
先
進
事
例
紹
介
や
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
意
見
交
流
の
場
も

設
け
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

﹇
第
１
回
テ
ー
マ
﹈

「
地
域
と
取
り
組
む
、

　
自
然
と
共
に
生
き
る
自
立
の
か
た
ち
」

　
農
業
・
自
然
環
境
保
全
・
交
流
の
場

作
り
な
ど
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
事

業
で
地
域
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
る
事

例
に
学
ぶ
。

﹇
日
時
﹈
１
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
７
時
〜
９
時

　
　
　
（
受
付:

午
後
６
時
30
分
〜
）
 

﹇
場
所
﹈

　
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階
大
会
議
室

﹇
参
加
費
﹈
無
料
 

﹇
主
催
﹈

　
社
会
福
祉
法
人
武
蔵
野
会

　
大
島
恵
の
園
・
第
２
大
島
恵
の
園

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
大
島
恵
の
園

　
　
（
４
）
１
６
１
１
（
担
当:

木
村
）
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おおしま
住民カレンダー January（睦月）1月1月

日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday

1

8

15

22

29

5

6

13

20

27

3

5

12

19

26

2

7

14

21

28

4

2

9
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大島海洋国際高校
図書館開放日
（土のみ2時～4時）

移動図書館車
ひまわり号巡回日
（雨天中止）

ご
み
収
集

普通ごみ
金属類

元－元町、北－元町字仲野馬の背以北及び北の山
岡－岡田、泉－泉津、野－野増、間－間伏
差－差木地、ク－クダッチ、波－波浮港、沖の根

注：差木地沖の根地区の方は、波浮港地区の収集日に収集しています。

《
ク
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
》
ご
み
は
正
し
く
分
別
し
て
朝
8
時
ま
で
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
＊
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
12
月
20
日
現
在
の
も
の
で
す
。
そ
の
後
の
日
程
変
更
等
に
つ
い
て
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

元 　 町
北 の 山
岡 　 田
泉 　 津
野 　 増
差 木 地
波 浮 港

計
昨 年

1,477世帯
774 〃 
468 〃 
236 〃 
339 〃 

1,081 〃 
469 〃 

4,844世帯
4,878世帯

2,770人
1,434〃　
937〃　
439〃　
583〃　

1,884〃　
727〃　

8,774人
8,868人
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大
島
町
の
世
帯
と
人
口

元1.2・北・野・ク
間

元1.2・北・野・ク
間

元1.2・北・野・ク
間波

波

波

波

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

元1.2.3.4・北
野・岡・泉・差・波
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・差
北部地区
（各地区回収箱）

北部地区
（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）
ペットボトル
（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）
ペットボトル
（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）
ペットボトル
（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）
ペットボトル
（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）
ペットボトル
（各地区回収箱）

火山博物館臨時
休館日
法律相談
6・9カ月児健診
糖尿病予防栄養相談
こころの健康相談

火山博物館臨時
休館日

御神火温泉休館日
母親学級（2日目）
コレステロール予防

御神火温泉休館日
小中学校連合作品展
　　　　  （～19日）

農業委員会 母親学級（4日目）東京都議会議員補欠
選挙投票日

行政相談
消費生活相談
6・9カ月児健診
家族で歯科相談
こころの健康相談

高血圧予防栄養相談 水道料納付期限 第55回 椿まつり
　　（1/30～3/28）

町都民税第4期・
国民健康保険税
　　第8期納付期限

椿まつり
オープニングセレモニー
江戸みこしと
　　　あんこパレード

母親学級（3日目）ちびっ子歯科相談6・9カ月児健診
歯周病予防相談

水道メーター検針
　　　　（～27日）

6・9カ月児健診 乳幼児歯科健診相談

6・9カ月児健診 母親学級（1日目） 大島町成人式

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間

ク・間

ク・間

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間
発泡スチロール
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・波

元3.4・岡・泉・波

元3.4・岡・泉・波

元3.4・岡・泉・差
南部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・ク
間

元3.4・岡・泉・差
南部地区
（各地区回収箱）

波
元1.2・北・野・ク
間

元3.4・岡・泉・差
南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・差
南部地区
（各地区回収箱）

ク・間
発泡スチロール
（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・差

南部地区
（各地区回収箱）

2010年
元旦

成人の日

燃やせるゴミ
収集しません

燃やせるゴミ
収集しません

燃やせるゴミ
収集しません

燃やせるゴミ
収集しません

燃やせるゴミ
全地区収集

（北部）

（北部）

（南部）

（2月）
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